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基本理念

我々の使命は，新たな環境認識のもとに，人と自然との関係を科学的，芸術的に把握し，

環境と調和・融合した新しい秩序づくりに積極的に挑戦することによって，安全で豊かな

環境の創出，すなわち，「みどりの環境文化」の形成に寄与することです。

1．ランドスケープアーキテクチャーの専門家集団

我々は，日本におけるランドスケープアーキテクチャーの思想と技術を継承し，発展さ

せるために組織された専門家集団です。

2．新しい技術の開発と研鑽

我々は，来たるべき21世紀の社会に対する責任を十分認識し，技術の高度化と多様化に

対応した新しい技術の開発と研鑽を推進し，技術競争の時代に対応します。

3．社会的信頼の獲得

我々は，社会的倫理観のもとに，公正な技術競争を通し，内外の要請にも応えられる自

立した職能として社会的信頼を獲得すべく行動します。

4．開かれた技術団体

我々は，内外の関連技術者との交流を通して，協調関係を積極的に推進し，多様な価値

観を内包する開かれた技術団体として広く展開します。

5．魅力ある創造的職能

我々は，経営体質の向上と安定を図ることによって，魅力ある創造的職能として広く社

会から信頼されることをめざします。

平成７年５月

「新しい環境文化の創造―造園コンサルタントビジョン―」より
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表紙の Photo Story
表紙デザインは，2014年 CLA賞の最優秀賞４作品

のメイン写真または図表をコラージュしたもので，写

真２点は設計部門，左上はマネジメント部門，右下は

調査・計画部門から最優秀として選出されたものです。

いずれの作品も個性的な取組みやプレゼンテーショ

ンが高く評価されたもので，こうして組合わせてみる

と，それぞれの作品の狙いがおぼろげながら浮かび上

がるように思えます。

ランドスケープへのニーズが，どんどん新しい局面

を迎えつつある中で，各技術者が暗中模索を繰り返し

つつも，確実な成果をあげつつあることが窺い知れま

す。CLAの未来にご期待ください。
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出会いのひろば～広場のもり～錦のひろば全景

新宿イーストサイドスクエア
株式会社三菱地所設計
河合康之・塚本敦彦・松尾教徳・松井章一郎・石附 聡・佐藤琢也・姉歯景介・藤 貴彰

有限会社ソラ・アソシエイツ 藤田久数・塩井弘一

「新宿イーストサイドスクエア」は，地下鉄東新宿

駅に直結する約3.7haの大規模開発プロジェクト「新

宿イーストサイド」内に位置するオフィスビルです。

計画地を広域的に俯瞰すると，新宿区の「七つの都市

の森」に位置付けられている戸山公園と新宿御苑の

ちょうど中間に位置しており，厚みと広がりのある都

市の緑を実現していく上で，計画地は２つの森をつな

ぎ，補完する重要な役割を担っています。また，計画

地の近傍を見渡すと，西側には歌舞伎町を主とした商

業・業務市街地が広がり，東側には寺社や緑地等の情

緒的な街並みを残した住宅市街地が広がっており，ま

さに多種多様な生活文化が交錯した立地といえます。

このように，東新宿の様々な生活文化が取り巻く立

地を考慮し，場所性に応じた個性的な広場を連続して

配置することによって，計画地周辺の界隈性を活かし

た多様で人間らしい空間を創出することを目指しまし

た。また，こうした広場の総体として，大規模な緑を

根付かせることを計画しました。

地元の西向天神へと繫がる「和」の佇まいを有した

「郷土のにわ」，隣接街区と並木の樹種，樹形を揃え，
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一対のデザインで構成した「繫がりのえん」など，種々

の趣をもつ広場を立地の特性に合わせて構成すること

により，周辺環境とつながりを持ち，地域に根差した

ランドスケープを実現しています。また，これらの広

場を繫ぐプロムナードは建物の内と外，地上と地下を

境界なく結び付けており，ボーダーレスで立体的な回

遊空間を生み出しています。この曲線的かつ起伏に富

んだプロムナードを歩くことによりフレーミングされ

る風景は次々と変化し，印象的なシークエンスを体験

させてくれます。

広場とプロムナードが有機的に繫がった計画地は，

訪れた方それぞれが好みのルートを散策しながら，自

分のお気に入りの居場所を見つけて腰をおろし，心か

ら落ち着いて時を過ごすことができる人間らしいオ

フィス屋外空間として，就業者や来街者，周辺居住者

等，様々な方々に親しまれています。
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作 品 概 要

作 品 名：新宿イーストサイドスクエア

所 在 地：東京都新宿区新宿六丁目27番30号

発 注：新宿六丁目特定目的会社

設 計：三菱地所設計・日本設計設計監理共同企業体

設計協力：有限会社ソラ・アソシエイツ

監 理：三菱地所設計・日本設計設計監理共同企業体

施 工：鹿島建設株式会社

設計期間：2008年４月～2009年９月

施工期間：2010年５月～2012年４月

規 模：敷地面積25,809.68m
主要施設：事務所，店舗

作 品 評

この作品は，地下鉄東新宿駅に直結する大規模オフィスビル

の外構である。しかし，その外構は建物の内と外，地下と地上

を境界なく結んでおり，様々な演出が施された個性的な空間が

展開されることにより，周辺地域の多種多様な土地利用とも一

体化している。

「就業者だけでなく地域にも開かれたオフィス屋外空間の実

現」という委託者の要請に対し，建築・ランドスケープ・アー

ト・ライティング等，様々な職能のコラボレイトにより，曲線

デザインを基調としたボーダーレスで立体的な回遊空間を生み

出し，趣の異なる多様な空間を提供することにより，昼夜を問

わずに，多様な利用を可能としている。

ディテールにこだわった施設計画はもとより，植栽木の色や

形をモチーフとして，施設と調和するように検討された植栽計

画は，緑が少ない都会の中で，単に緑量を確保するということ

にとどまらず，緑の魅力やその親しみを活かそうとしている点

も評価された。

本作品は，ランドスケープ作品としてそのデザイン性が高く

評価され，最優秀賞となった。

出会いのひろば 出会いのひろば 出会いの回廊 広場のもり

交わりのみち 錦のひろば

繫がりのえん 華のさかみち 郷土のにわ



設
計
部
門

社
会
性
）

第30回全国都市緑化とっとりフェア（お花畑会場）

水と緑のオアシスとっとり2013」
株式会社空間創研 後藤逸成・荘田隆久・泉 崇・福田祥子・駒井 修・宇戸睦雄

Code-L 山本 哲

はじめに

30回目となる全国都市緑化フェアは，ともに育てる

身近な緑～水と緑につつまれた世界ジオパークのまち

から～をテーマに日本一の湖沼である湖山池のほとり

にある鳥取市の湖山池公園をメイン会場として，平成

24年９月21日から同年11月10日までの51日間にわたり

開催された。

とっとりの風土・文化を活かしたフェアの実現

会場内では，水と緑あふれる鳥取の風土の特徴やジ

オパークの風景，鳥取の自然素材を活かし，花の彩り

による空間づくりにとどまらず，湖山池の雄大なス

ケールに馴染む，自然かつ印象的な風景の創出や，鳥

取の地域資源である砂の文化（砂像）を取り入れた鳥

取の新たな魅力発信に寄与する見所づくりを行った。

また，自然と共に歩む県民・市民の力を集結した協働

による緑化の推進を行うことで，鳥取らしい魅力あふ

れるまちを育む契機となるフェアの展開を図った。

テーマ性のあるゾーン展開

湖山池に沿って，東西に長い形状をしたメイン会場

は５つのゾーン分けを行った。それぞれのゾーンの中

を多彩な魅力をもつ２つのメインガーデンと３つのコ

ンセプトガーデン，会場の随所を彩る９つのコンセプ

トボーダー，そして鳥取の「人財」による「緑」で構

成した。まず来場者を出迎えるのは，賑やかで活気溢

れるエントランス空間，「出会いの広場ゾーン」。この

ゾーンでは，砂像アーティストの茶圓勝彦氏と共に創

りあげた砂像と草花が融合した「エントランスガーデ

ン」と，鳥取県一の滝「雨滝」と「横尾の棚田」をモ

チーフとし，鳥取の緑豊かな山々，里の景観を表現し

た「ウェルカムガーデン」の２つのコンセプトガーデ

ンを中心に鳥取の風土・文化によるもてなしの空間と

した。次に「鳥取の新たな緑」のカタチを伝えるメイ

ンガーデンであるナチュラルガーデン（ポール・スミ

ザー氏監修）を核とした「ナチュラルガーデンゾーン」

へと続く。ここでは，鳥取の風土の中で鳥取の身近な

野山の草花の美しさや植物の持つ魅力，植物本来の姿

と郷土の原風景を表現した，何度訪れても飽きること

のない心地よい風景が展開する。
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「砂像と植物が融合する」鳥取らしさが溢れる大地の庭
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また，「みどりのまちゾーン」では，落ち着いた林の

空間「ウッドランドガーデン」，グラスと草花が競演す

る「スタイルガーデン」に参加者の多彩な「これから

のとっとり」が表現された出展空間となっている。さ

らに会場の一番奥は，「まちづくりに繫がる場」の象徴

となり，鳥取の『人が「動く」』『人が「もてなす」』『人

が「発信する」』をテーマに鳥取の活力を伝える協働の

「緑化の輪ゾーン」とした。このゾーンの中核をなす

コンセプトガーデンの一つである「よりみちガーデン」

は県民市民がフェアの主役となる会場での協働実践の

「場」の創出をコンセプトに企画，デザイン，施工，

管理を実践するガーデンとして，公募で集まった市民

で構成する「みんなでつくるとっとりフェアプロジェ

クト」の方々を主体とした，事務局と会場設計チーム

の協働によるガーデンとなっている。会場を巡り，最

後に現れるのはメインガーデンである「アースガーデ

ン」を核とした「花の畔ゾーン」。アースガーデンでは

『砂像と植物が融合する』世界でも類を見ない鳥取ら

しさが溢れる大地の庭を表現した。花緑と鳥取の「砂」

の文化，池の畔の大らかなランドスケープと花緑の

ハーモニー，郷土の風景に浸るゾーンとなっている。

おわりに

鳥取の風土・文化等の資産を活かした会場設計の元，

多くの「人」の参加・参画により持続性の高い都市緑

化，環境づくりに向けた意識の向上や行動に繫がる

「きっかけ」となることを目指した本フェア。今後の

ナチュラルガーデンの展開に期待したい。
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湖山池の大らかな風景を際立たせる野花の風景

水と緑のウェルカムガーデン 出展空間のウッドランドガーデン

ナチュラルガーデンへと導く
「多年草の回廊」

発見と学びのキッチンボーダー

植物と砂像によるナチュラル
ガーデンエントランス

鳥取市民のみなさんで作った協働の庭
「よりみちガーデン」

プロジェクトチームに
よるパーゴラの設置

花で癒されるヒーリング
ボーダー

ナチュラルガーデンのオアシスである「巨石と湧水」の庭

作 品 概 要

作 品 名：第30回全国都市緑化とっとりフェア（お花畑会場）
所 在 地：鳥取県鳥取市湖山町（湖山池公園お花畑ゾーン）
発 注：【基本計画】鳥取市

【基本設計・実施設計・監理】第30回全国都市緑化とっとり
フェア実行委員会

設 計：【基本計画・基本設計・実施設計】株式会社空間創研
設計協力：【基本計画協力】：Code-L・アクティオ株式会社・黒羽事務所

【基本設計協力】：Code-L・アサヒコンサルタント株式会社
【アドバイザー】：有限会社ガーデンルームス・砂の美術館

監 理：株式会社空間創研
【協力】：Code-L・有限会社ガーデンルームス・砂の美術館

施 工：鳥取県造園建設業協会
設計期間：【基本計画】平成23年３月～平成23年８月

【基本設計】平成23年12月～平成24年４月
【実施設計】平成24年５月～平成25年３月

施工期間：平成25年４月～平成25年９月
規 模：10.0ha
主要施設：主催者による展示庭園・市民による“もてなし”ガーデン・

企業団体等による出展庭園・会場修景花壇及びフェアに関わ
る諸施設・建物等

作 品 評

この作品は，都市緑化フェアの会場設計であるが，本成果に
より花の彩りによる画一的な展示空間ではなく，隣接する湖山
池の雄大なスケールに対応した印象的な風景が創出された。「鳥
取らしさ」と鳥取の魅力発信という委託者の要請に対し，砂の
文化を造形やディテール等に展開しつつ郷土景観を取り入れる
など，会場整備に地域資源を最大限に活用するとともに，地元
の人々の様々な形での参画を促すことにより，ソフト展開も含
め，市民と共に鳥取色100％の会場を作り出した。
基本計画から実施設計までを担当したことで一貫したコンセ

プトを作り出し，そしてそれが貫かれた点，ならびに計画設計
だけでなく，関連設計や関係企業との調整，市民協働の企画運
営，PR事業への協力など，多岐にわたる総合的マネジメントを
展開した点が高く評価された。
本作品は，設計部門の作品としてそのデザイン性だけでなく，

総合的な取組みも含めた社会性に対し高く評価され，最優秀賞
となった。
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中杉通りケヤキ並木60年と育成管理への転換
株式会社愛植物設計事務所 趙 賢一・佐藤 力・橋本 恵・丸山英幸・高林則之

中杉通りケヤキ並木は，戦後復興の中で住民らの発

議によって昭和29年に植栽された。今日ではトンネル

状のケヤキ並木となり，杉並区でも有数の並木景観が

形成され，区民に親しまれる場所となっていた。しか

し，長い時間をかけて大径木する中で，幹の腐朽によ

る倒木や根上りによる歩行者への障害等の周辺住民の

生活や道路交通に多大な支障をきたす恐れが高まって

きた。本プロジェクトは，これらの問題状況に適切に

対処し，今後も良好な並木景観を保ち続けるために，

地元住民により設立された「中杉通りケヤキ並木連絡

会」と連携して，ケヤキの将来的な重新も視野にいれ

計画的に管理を実施していく「並木の育成」を提案した。

ケヤキ並木育成管理の検討については，ケヤキ並木

が抱える問題状況から育成管理上の課題を抽出し，保

護管理方針を策定し保護管理対策を提示した。保護管

理対策の内容は，①ケヤキの生育間隔を広げて一本一

本の樹木の樹冠を大きく健全に育成，②数年に一回程

度の剪定を行い適度な樹高を保つ，③樹木の生育状況
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中杉通りケヤキ並木News Letter



調
査
・
計
画
部
門

を診断し育成管理計画を見直す，④枯損枝等について

監視と管理による安全の確保，とした。地元住民が主

体になる育成管理を実施する上で，現地見学会を実施

することにより，地域住民と問題状況や将来像の情報

を共有し，モデル区間に本事業の案内板を設置し周知

に努めた。モデルとなる育成管理実施後は，地域住民

を対象にアンケート調査を実施し，本格的な育成管理

実施に際しての意見を集約した。また，住民に親しま

れ地域にとってかけがえのないケヤキは，「伐採されて

も地元と共にあるケヤキであって欲しい。」という住民

の強い思いから，発生材の試作品としてマグネットが

作成された。今後は，並木沿いのベンチ，町内の案内

板等，さらに，余材は，最近都心でも利用者が増えて

いる薪ストーブの薪，ガーデン用チップ材といった活

用法も考えられ，間伐・剪定材の利用により，また新

たな文化が生まれようとしている。
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作 品 概 要

作 品 名：中杉通りケヤキ並木60年と育成管理への転換

所 在 地：東京都杉並区阿佐谷南一丁目から同区阿佐谷北四丁

目地内（約3.4ha）

発 注：東京都第三建設事務所

業務目的：地元住民に親しまれた中杉通りケヤキ並木を50年後

も健全な状態で維持していくため，地域の人々と情

報を共有し，合意形成を図りながら，育成管理計画

を策定するとともに，管理を実施していくことを目

的とした。

業務期間：2009年８月～2014年12月

作 品 評

この作品は，地元に愛されているケヤキ並木を将来に亘って

保全するため，基礎調査から計画策定，実施設計・モニタリン

グ調査まで一貫して担当し，地元との合意形成を図りながら育

成管理を実施しているものである。特に，並木の変遷や歴史，

生育状況や樹冠投影図，植樹桝形状や根上り被害などの丁寧な

調査を実施した上で，現在および将来に亘る問題点を明確にし，

そのための対策を導いた。こうした成果が提案の説得力を増し，

合意形成に役立ったと考えられる。

一方，意識調査による地元意見の収集，ならびに連絡会議の

開催やニュースレターの発行などの情報発信などにより地元と

意思疎通を図った努力は評価される。その上で，間伐材を活用

したベンチやコースターなど，きめ細かい配慮も活きている。

本作品は，同じような問題を抱えている街路樹管理に対する

モデル的な役割を果たすものと評価され，最優秀賞となった。

■ケヤキ並木の問題状況

隣接したケヤキに被圧さ
れ樹勢の悪いケヤキ

架空線と競合
（接触し傷ついた枝）

木の根元に生じた腐朽菌
の子実体（ベッコウタケ）

根茎による縁石や舗装
面の盛り上がり

植栽基盤が狭いため発達した
根茎に飲み込まれた構造物

下枝がなく頂部のみが
繁茂した

通行車両との接触痕が
見られる

限定される根茎の伸長
（車道や歩道側に伸長できない）

肥大成長による
道路構造物との接触

並木の統一美を阻害する
私的植栽のみられる低木

■ケヤキ並木の経年変化

植栽10年後のケヤキ
（1964年）

植栽30年後のケヤキ
（1984年）

植栽55年後のケヤキ
（2009年）

■市民との関わり

中杉通りケヤキ並木
連絡会

育成管理の周知
（現地見学会） 試作品マグネット

■業務フロー

■新たな文化
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服部緑地で地域・企業とともにつくる
新しい価値「パークライフ」
～公園経営とエリアブランディングの視点に立ったパークマネジメントの実践～
株式会社ヘッズ 田中 康・野村はな

一般財団法人大阪府公園協会 柿谷武司・竹田和真

私たちは，北摂地域の貴重な資産である「服部緑地」

の資源を最大限に活かした管理や利用者サービスの提

供を通じて，北摂エリアらしい健康的でこころ豊かな

暮らし『服部緑地パークライフ』の創造・提供をコン

セプトに，服部緑地の活性化および北摂エリアのブラ

ンドイメージの向上を目指したパークマネジメントに

取り組んでいる。

コンセプトの実現に向けては，「公園を経営する」と

いう発想に立ち，４つのステップからなるスパイラル

サイクル『グリーンエンジン』（右下図参照）を構築し，

産官学民の「投資」を集めながら，魅力あるサービス

としての『パーク・アクティビティ』を生み出し，地

域へ「還元」する取り組みを続けている。

これまで，『服部緑地「みどり・文化・地域」を育て

る協議会』と『服部緑地あすなろプロジェクト』の２

つのプラットホームを運営し，服部緑地を取り巻く数

多くのステークホルダーと年月をかけて交流しなが

ら，課題や理想を共有しWIN-WINの関係を築いてき
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服部緑地で地域・企業とともにつくる新しい価値『服部緑地パークライフ』のシーン
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た。そして，そこで生まれるアイディアや企画といった

「投資」を繫ぎ導く媒体となって，服部緑地を舞台とし

た様々な『パーク・アクティビティ』を生み出してきた。

さらには，地域住民ひとりひとりの意識を服部緑地

へ向かわせ，服部緑地で実際に過ごす時間や『パーク・

アクティビティ』を通じて充実感や幸福感を得てもら

うというように，『服部緑地パークライフ』が実感を

伴って浸透・定着していくことを目指して，服部緑地

の魅力を複合的に発信するためのトータル・コミュニ

ケーションを，地域と一体となって展開している。

『服部緑地パークライフ』は地域住民ひとりひとり

の中に見出される「新しい価値」であり，年月をかけ

て醸成されていくものである。私たちは，その過程を

手助けする環境と仕組みを整えながら，服部緑地が

『パーク・アクティビティ』を生み出す文化装置であ

り続けるよう，これからも実践を続けていく。
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作 品 概 要

作 品 名：服部緑地で地域・企業とともに生み出す新しい価値

「パークライフ」

～公園経営とエリアブランディングの視点に立った

パークマネジメントの実践～

対 象 地：大阪府営服部緑地 面積126.3ha
発 注：大阪府・服部緑地指定管理グループ

事業目的：服部緑地のパークマネジメントプランの確立と実践

からのフィードバック

事業体制：服部緑地は大阪府営公園であり，服部緑地指定管理

グループが指定管理者として管理運営業務を行って

いる。服部緑地指定管理グループの代表企業である

一般財団法人大阪府公園協会と，同協会よりコンサ

ルティング業務を受託した株式会社ヘッズは，継続

的な共同研究によりパークマネジメントプランの検

討を行っている。

事業期間：平成22年４月～平成25年３月

作 品 評

この作品は，「パークマネジメントのあり方」について，服部

緑地という実在の公園を用いて実践している，良いモデルであ

る。パークマネジメントのビジョン，例えば，公園や公園が立

地している地域のブランド化またはバリューアップ，公園を活

用した充実したライフスタイルの提供，公園活動における地域

や企業と協働等々の内容が，具体に実践され，解りやすく解説

されている。

特に，説明資料では，パークマネジメントを実践するための

仕組みや体制，計画と実践，情報の提供と共有，などのトータ

ルコミュニケーションにおけるプラットホームとしてのコンサ

ルタントの役割が，明確に示されている。

既に成果も見えつつあり，先駆的取組みとして高く評価され，

最優秀賞となった。

上：公園経営とエリアブランディングの視点に立ったマネジメントの仕組み「グリーンエンジン」
下：実践によるこれまでの成果（左：パーク・アクティビティの創出例／右：トータルコミュニケーションの展開例)
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みなとみらい21中央地区水際公園（高島水際線公園）
株式会社プレック研究所 村上 章・黛 卓郎・棚瀬新一朗・畑 隆弘

業務の目的

みなとみらい21中央地区「高島水際線公園」におい

て，帷子川の河口部汽水域に隣接している立地特性か

ら，その豊かな自然環境を活用し，利用者が安全かつ

身近に自然を体感できる水辺空間の設計及び管理運営

方策の検討を行った。

敷地概要

「高島水際線公園」は，みなとみらい21地区北西端

部に位置する近隣公園である。JR横浜駅やみなとみら

い21線新高島駅から徒歩10分以内の距離に位置し，多

くの市民が集散する都心に近く，市民の利活用におい

て優れた立地特性を有している。敷地形状は東西に細

長く，北側は二級河川帷子川（神奈川県管理）に面し

ている。中央を通る JR高島線（貨物線）により二分さ

れた東西エリアは，公園連絡橋（公園と一体的に整備）

により渡ることができる。

計画概要（「潮入の池」の整備）

帷子川の親水性と景観を活かしつつ，来園者にくつ

ろぎや潤いを与える公園を目指し，「大都市の中におい

ても豊かな自然を安全かつ身近に感じ育てることがで
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西側ゾーン：潮入の池

潮入の池では，２箇所の
連通管により，帷子川の
水を引き込んでいる。深
さ（冠水の頻度）と底質
により，干潮時に「干潟」
となる２区域と，常時冠
水している「溜まり」の
３区域を設けている。さ
らに，磯場や潮溜まり，
カニ生息用擁壁を整備す
ることで，より多様な環
境を創出している。

潮入の池（満潮時）

潮入の池（干潮時）
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きる公園」をテーマに，東側ゾーンを「くつろぎの場」，

西側ゾーンを「親水空間の場」として計画・設計を行っ

た。

西側ゾーンの帷子川に面している部分は，平成18年

度に環境に配慮した自然型護岸「生態護岸（神奈川県

管理）」として整備したが，周辺護岸が直立型であると

ころを親水型とすることにより，多様な生物の生息の

場を提供しており，公園整備前の生物調査段階におい

ても生物の定着が確認されていた。

このことから，西側ゾーンでは，河口部汽水域の多

様な生物の生息空間の創出，都市の貴重な自然環境の

保全・再生を目的とし，帷子川の水を連通管により引

き入れ，潮の干満により水位が変化する「潮入の池」

を整備した。「潮入の池」では，深さ（冠水の頻度）や

底質の異なる環境をつくり，さらに磯場や潮溜まり，

カニ生息用擁壁を整備することで，より多様な環境を

創出している。

「高島水際線公園」は，大都会の中において水辺の

生き物を身近に感じることができ，豊かな自然体験が

得られる環境教育の場を提供している。

ン：芝生広場

作 品 評

この作品は，帷子川河口部の汽水域に隣接した細長い敷地を

公園化したものである。「大都市の中においても豊かな自然を安

全かつ身近に感じ育てることができる公園」というテーマで，

環境調査・基本計画～実施設計・管理方策検討まで担当してい

る。このような一貫した対応により，コンセプトならびに敷地

計画などの基本的な考え方が，最終成果としての現地に表現さ

れている点が評価された。

また，「潮入の池」では，冠水頻度に合わせたレベル設定や底

質のバラエティーなど，多様な生物生息環境を作るための基礎

的な調査と技術検討が十分になされ，具体化している。また，

貨物線により分断された敷地の特性を活用して，変化に富んだ

土地利用が図られている。

平面図

西側ゾーン：潮入の池

「みなとみらい21
中央地区土地区
画整理事業」の造
成工事の際に発
見された歴史資
産をモニュメン
トにしている。

トイレ

パーゴラ
東側ゾーン：芝生広場
かつてこの地が高島埠頭であったことを示す船の線形をイメージした広場デザイン

モニュメント

導水堤復元
（袋詰めコンクリート)

車輪
モニュメント

いかり
モニュメント
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作 品 概 要

作 品 名：みなとみらい21中央地区水際公園（高島水際線公園）

所 在 地：神奈川県横浜市西区みなとみらい中央地区（みなと

みらい６丁目）

発 注：独立行政法人都市再生機構

設 計：株式会社プレック研究所

設計期間：調査・基本計画 ：2004年11月～2006年３月

基本設計・実施設計：2006年４月～2009年３月

監理運営方策作成 ：2010年８月～2011年10月

規 模：約1.3ha
主要施設：西側ゾーン：潮入の池

東側ゾー
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横浜市瀬谷区二ツ橋公園及び瀬谷区総合庁舎敷地外構
株式会社環境デザイン研究所 仙田 満・斉藤 義・佐藤文昭・藤井公平

株式会社NTT ファシリティーズ 前田 章・石川弥生・宮野隆行・木村佐知子

まちに開かれた公園と庁舎

本プロジェクトは横浜市の PFI事業であり，「区民

のためのもり，杜の庁舎」をテーマとした，都市公園

と総合庁舎を一体とした開発計画である。庁舎は区役

所・公会堂・消防署等で構成され，旧公園の東半分と

地下駐車場の上部を連続した公園として整備した。従

前の建物を使用しながら段階的に整備・解体が行われ，

最終的には従前の都市公園と庁舎敷地が90°回転し，公

園のオープンスペースと緑がまちにひらき，その背後

に庁舎が建つという新しい景観を創出した。

豊かな緑の保全・継承

旧公園には高さ10mを超えるケヤキ・サクラ・イ

チョウなどの大径木が多数存在し，これらを極力保

全・活用しながら四季の変化に富んだランドスケープ

を創出した。また瀬谷区の花で旧公園の特色でもあっ

たアジサイをなるべく活用し，新植も加えてあじさい

の小苑としてリニューアルした。これにより瀬谷区を

象徴する「豊かな緑空間」を受け継ぐと共に，庁舎と

の景観・環境調和や生物多様性にも配慮し，誰もが気

軽に立ち寄り，安らぎとうるおいを得られる公園を創

出した。
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公園から庁舎２階へのアプローチ

庁舎２階入口

公会堂南側

杜の庁舎を演出する保存樹木 庁舎正面のクスノキ ストライプパターンのエントランス広場
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性格の異なる２つの広場

公園は南側の「遊具広場」と北側の「自由広場」で

構成され，相互を緩やかな斜面や回遊園路で結び一体

的な利用を可能としている。遊具広場はケヤキ・イチョ

ウなどの既存の大木を現状位置に保存しながら円形の

オープンスペースやオリジナル遊具を整備し，緑豊か

なあそび・休憩空間を創出した。自由広場は地下駐車

場の上部に新たに設けられ，開放的な芝生広場と周辺

の緑地・休憩スペースで構成される。２つの広場の間

を庁舎２階へのアプローチが象徴的に貫いている。

統一感のある庁舎外構

公園と庁舎は自由な行き来と一体的な利用を前提と

するため，分かりやすい動線や統一感のあるデザイン

に配慮した。公園と庁舎の境界沿いに「とおり空間」

を設け，明快な南北軸の動線を構成した。旧庁舎正面

のクスノキの大木をシンボルツリーとして保存すると

共に，四季の彩りをテーマとした植栽やアジサイの移

植活用，カラフルなインターロッキングのストライプ

パターンなどは公園と共通としながら，新しい建築に

ふさわしい整然としたデザインを心がけた。
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作 品 概 要

作 品 名：横浜市瀬谷区二ツ橋公園及び瀬谷区総合庁舎敷地外

構

所 在 地：横浜市瀬谷区二ツ橋町190

発 注：横浜市及びグリーンファシリティーズ瀬谷株式会社

設 計：株式会社環境デザイン研究所（二ツ橋公園）

共同設計：株式会社NTTファシリティーズ（庁舎外構）

監 理：NTTファシリティーズ・環境デザイン研究所設計・

工事監理共同企業体

施 工：鹿島建設株式会社

設計期間：基本設計：平成20年９月～平成21年３月

実施設計：平成21年４月～平成21年12月

施工期間：平成22年１月～平成25年３月

規 模：横浜市瀬谷区二ツ橋公園：6,026m
横浜市瀬谷区総合庁舎外構整備：3,367m

主要施設：二ツ橋公園：自由広場，遊具広場，トイレ，園路

瀬谷区総合庁舎外構：車寄せ，駐輪場，園路・広場

作 品 評

この作品は，区役所＋消防署＋公会堂といった総合庁舎建て

替えに伴う屋外空間を，都市公園と一体化して整備したもので

ある。庁舎建て替えという業務の性格上，区役所としての機能

を保持したまま移転してゆく過程では，成果には表れない多大

な知恵と工夫があったものと推察される。加えて，新設する駐

車場の上部に公園空間を配置したり，土地の記憶を残す大径木

や，市民に親しまれていたアジサイ（区の花）を積極的に移植

活用するなど，まさに建築設計とランドスケープが一体となり，

基本設計から工事監理まで一貫して行わなければ不可能な現場

であったと考えられる。

説明資料は，こうした難工事の様子を段階的に示して解りや

すく解説している。庁舎と外構である公園部分とのレベルも，

調整が行き届き，緑豊かで快適な空間が創出されている点に評

価が集まった。

イベントにも使える芝生の自由広場

年齢に合わせて遊べる遊具広場

整然としたデザインのエントランス広場ストライプの舗装パターン あじさいの小苑 南北軸のとおり空間

配置図及びA―A’断面図
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向山古墳群公園
株式会社オオバ 小林高浩・木村晃一・松岡史展・小柳太二

向山古墳群は三島市の南西部，箱根外輪山の中腹に位

置している。伊豆地域で初めて確認された前方後円墳を

含み駿河・伊豆地域の歴史を解明する上で重要な古墳群

であるとして，平成11年３月静岡県史跡に指定されて

いる。本作品は古墳群を中心とする約1.8haについて基

本計画の見直しと測量・実施設計を行ったものである。

委員会の意見とコンサルタントの提案

計画の見直しにあたり「向山古墳群環境整備検討委

員会」が設置された。同委員会は考古学・文化財保護の

専門家を委員とし，県の文化財保護課や三島市役所の

行政職員がオブザーバーに加わり，保全対策と展示・学

習手法について専門的見地からの幅広い指摘があった。

コンサルタントからは古墳群の覆土保存の工法案を

示すと共に，見学者が古墳見学順路を選択できるよう

に複数の園路を巡らせること，古墳毎にポケットス

ペース（解説板・ベンチ）を分散配置することで古墳

の輪郭を際立たせて地域の歴史を表す造形物とするこ

とを提案した。

コンサルタントの果たした役割

見直しはゾーン設定の再編に及んだ。各古墳の保存

状況を確認した上で，計画地内の園路動線だけでなく

既存市道の歩道（通学路指定）も活用して園内３つの

地区のネットワーク化を図った。また，文化財包蔵地

では大規模な基礎工事ができないことから便益施設

（トイレ，四阿等）の導入のために隣接民有地の組み

入れを提案した。協議の結果この提案が受け入れられ，

計画地を拡大することで利用拠点整備が実現し利便性

が向上した。委員会では事務局の一員としてコンサル

タントが説明を行い，委員と意見を交わしながら整備

の方向性を固めていった。
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開園記念式典（14号墳上） 見晴台からは三島
市の市街地と富士山の大展望が得られる

整備前（C地区） 以前は畑や樹
林が広がっていた。発掘調査で

A，C地区は樹木が取り払われた

園路と周溝（C地区） 周溝は古墳周りに掘られた
溝のこと。消失した古墳は周溝で位置を明示した

整備後（C地区） 古墳は覆土して保存，盛土の上に園地を整備した。トイ
レ，四阿は文化財包蔵地の指定区域外に新たに用地を確保して設置した

エントランス（C地区） 比較的平坦なC地区に便益施設
を集めて配置し，利用しやすいガイダンス広場とした
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作品の特色

計画地西端の14号墳の上からは，北に富士山と裾野

を望み，東から南に箱根・伊豆の山々，西に駿河湾や

三島市街が広がり展望に優れることから見晴台とし

た。また敷地が細長く，中央を貫く市道の両側に古墳

が分布することから市道の歩道を含めて周遊ルートを

設定した。全体の整備方針は以下の通り。

①楽しく散策し，ゆったりと滞在できる空間の工夫

・古墳を巡りながら快適に散策できるバリアフリー園

路

・学習・交流・休憩の場（ガイダンス広場，休憩所，

便所）

・円墳と園地が調和する円を基調としたデザイン

②古墳群の保全，学べる展示の工夫

・盛土と張芝による古墳の保護

・歴史遺構の再現展示（主体部，周溝，消失古墳）

・案内サイン，解説サインの系統的な配置

郷土の歴史に想いをはせる憩いの場所として

2013年４月の開園記念式典は，市長をはじめ地元関

係者が出席して盛大に行われた。現在では散策利用者，

歴史愛好家，地元小学校の授業などの幅広い利用があ

り，小学生からは「身近に色々な形の古墳があること

が分かり歴史に興味がわいてきた」「本物の古墳を初め

て見学して大きさや形を理解できた」等の意見が寄せ

られている。また一般の方からも実物大の陶板による

主体部の展示や張芝による古墳の保護と快適な空間の

創出に高い評価を得ている。古墳公園として整備した

ことにより教育的な成果が上がると同時に，市民の憩

いの場としての活用が実現し，古墳の保全・活用の好

例となっている。
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作 品 概 要

作 品 名：向山古墳群公園

所 在 地：静岡県三島市谷田688番33ほか

発 注：三島市役所教育委員会文化振興課

設 計：株式会社オオバ

監 理：三島市役所建設部水と緑の課

設計期間：2010年８月～2012年３月（２カ年）

施工期間：2012年度

規 模：約1.8ha（特殊公園）

主要施設：保全対象古墳14基（静岡県指定史跡），ガイダンス広

場，多目的広場，散策園路，復元展示（主体部，周

溝など），解説サイン，休憩所，トイレ

作 品 評

この作品は，静岡県史跡に指定された古墳群について，その

保全とともに古墳群について学びながらゆったりと時を過ごせ

る史跡公園として整備したものである。敷地中央を横切る市道

整備とともに，考古学や文化財保護の専門家と地元県や市を交

えた委員会を運営し，設計案をまとめ上げた。開園記念式典の

様子や，整備に際して地元小学生による芝生植付けへの協働な

ど，地元の良好な評価の状況が伝わってくる。

設計内容は，古墳の覆土保全を中心に，散策園路と休憩施設，

サインといった標準的なものだが，全体に抑えたデザインが墳

丘の緑を引き立てている。また，トイレ等の基礎構造物を有す

る施設を設置するため，文化財包蔵地を避けた敷地の取得を提

案するなど，コンサルタントとしての技術発揮について，高く

評価された。

地元小学生による芝苗植付け 整備前（A地区） 起伏が大きく道
路側が崖となっていた

主体部 棺は実物
大の写真陶板で表
示

完成予想パース 上から順にA，B，C地
区。全長450mに13の古墳が分布する

計画イメージ（上）と完成後（下）
ほぼ提案に近い姿で仕上がった

前方後円墳（A地区） 最奥の高い
段の円形と一段下がった方形の墳
丘の姿が分かる

整備後（A地区） 古墳の一部が市道で削られていた為，市道側は擁壁と
フェンスで仕切って古墳の姿を最大限に見せる工夫をした。急峻な地形
だったが８％以内の勾配に抑えて周遊園路を配置した

整備後（B地区） 張芝
せず発掘時の状況を見
せる
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国営木曽三川公園 フラワーパーク江南
株式会社プレック研究所 安河内泰男・松崎 淳・長谷川均

大河川景観と呼応した雄大なランドスケープ

本公園は，木曽川の流れに沿った細長い敷地である。

隣接する堤防の上に姿を現した伊吹山地を借景に，

「空」「緑」「花」で構成されるダイナミックなランド

スケープを展開した。

敷地の造成も大らかな木曽川の流れと呼応する，緩

やかなアンジュレーションとし，公園の中央には奥行

き感のある草原を配置することで，どこまでも続く大

河のように雄大な景を創出した。

空・雨・川へとつながる水の流れのランドスケープ

エントランス空間には，大きな円形の水盤を設けた。

この水盤は，空を映す鏡の役割を担う。来園者は，天空と

地上の境に広がる，花と緑に溢れた風景で出迎えられる。

この水盤の周囲からは，断続的にミストが発生する。

それは天空に浮遊する雲のように，水盤上に景を落と

す。空に雨を呼ぶ雲が広がり，やがてそれらは水盤を

源とした流れとなり小川となって，来園者を草原の中

へと導いていく。

市民協働の花壇を中核とするランドスケープ

市民花壇のエリアを起点として，メイン花壇～水の

庭～果実の庭～香りの庭～ボーダー花壇～風の庭と，

「暮らしと花」をテーマとした花壇を，中央の草原を
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水盤池
天空と地上の境に広がる花と緑の景を映し込む

メイン花壇と水盤池 市民協働による運営で，メイン花壇の彩りも季節で変化
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回遊するように配置した。

来園者は，移り変わる花の風景を楽しみながら，自

宅でのガーデニング意欲を一層かき立て，花の取り入

れ方を想像しながら，歩を進める。

花を主役とする演出と控えめなデザインによる

ランドスケープ

美しい花で彩られた雄大な風景を最大限に演出する

ため，建築物など立ち上がりのある施設，駐車場等は，

エントランスエリアの背後となる東側に集約的に配置

した。

また，木曽川と公園の両方向を見渡す展望台を堤防

の高さに設け，優美な花壇景観と，撹乱で形成された

ワイルドな河原の景観を対比する，ピクチャレスクな

ビューを実現した。
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作 品 概 要

作 品 名：国営木曽三川公園 （江南花卉園芸公園）

所 在 地：愛知県江南市小杁町一色

発 注：国土交通省中部地方整備局木曽川上流河川事務所

設 計：株式会社プレック研究所

施 工：日産緑化株式会社，林本建設株式会社，大興建設株

式会社，株式会社理研グリーン，アイシン開発株式

会社，名稲建設株式会社，大島造園土木株式会社，

株式会社佐藤渡辺，株式会社造園サービス，株式会

社岐阜造園，株式会社渡辺組，株式会社市川工務店，

ヤハギ緑化株式会社

設計期間：平成13年９月から平成14年３月及び

平成17年１月から平成17年３月

施工期間：平成15年度から平成23年度

規 模：公園全体約39ha（基本設計：約39ha 実施設計：約

12ha）

主要施設：メイン花壇，市民花壇，水盤池，霧のデッキ

散策園地（水の庭，風の庭，ボーダー花壇，展望台

等）

作 品 評

この作品は，市民協働を前提とした「暮らし提案型」のフラ

ワーパークの造成である。基本計画時点で設定したコンセプト

を貫き，基本設計時点で協働母体を抽出し，実施設計段階で具

体化へ向けた意見調整を進めつつ実現した。花を効果的に見せ

るため，場を絞り込んで展開したことにより，芝面や水面との

メリハリのある景観を生み出すことに成功している。特に，中

央に設けた水盤を始めとして，奥行き感が演出された芝生広場

と流れなどの水景が効果的に取り入れられ，花の景が際立って

いる。

また，管理エリアや駐車場などのバックヤードを入口側に集

約したことにより，堤防に挟まれた制約のある敷地形態が活か

された土地利用となっている点などが評価された。

市民花壇

市民花壇と市民ハウス

霧のデッキ

風の庭

メイン花壇（建物は別途設計）
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J R 荻窪駅北口駅前広場修景整備設計
株式会社グラック 剱田和良・西山秀俊・井野貴文

計画の経緯

対象地である JR荻窪駅前広場周辺は，商業・業務・

文化などが集積し「にぎわいの核」となる場所であ

る。しかしながら駅前広場が狭小な空間であり，交通

結節点機能が不足し，街の顔としてふさわしい駅前景

観となっていない等の問題を抱えていた。これらの問

題の解決に向け，東京都による駅前広場の基盤整備と

ともに，杉並区が駅前広場の修景に関わる整備を行っ

た。

計画の特徴

計画では，荻窪のまちの統一イメージを築き，まち

の顔としての修景を行うことが求められた。そして区

民が愛着と誇りを持てる駅前広場とするため，荻窪が

音楽を中心とした文化的な魅力を発信する地区である

ことを活かし，計画地を「区民の期待と想いに応える

重奏空間」と位置づけた。そして，駅前広場に整備す

る多様な施設機能を調和させることを目指した。

デザインにおいては五線譜に例えた５つの空間要素

でランドスケープを展開した。

設計内容

・スカイスケープ：シェルター

駅前空間のランドマークとしてシンプルかつ空を感
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駅前広場機能として新たに創出され，フレキシブルな利用を考慮した多目的広場
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じるような軽やかな形態のシェルターを歩道空間に展

開した。

・フロアスケープ：舗装

荻窪のイメージに相応しい上質感のある素材感や色

調・パターンのフロアスケープを展開した。

・フレキシブルスケープ：小広場

滞留空間として，待ち合わせや電車を眺めるなどの

日常的な利用や，イベント時の拠点としての様々な利

用ができる求心性のある広場を展開した。

・グリーンスケープ：みどり

荻窪の風景に調和する樹木の導入により，ドライで

雑然とした駅前立地の空間に潤いを与え，統一感のあ

る街並みを形成した。

・ナイトスケープ：夜景

帰路につく人々をやさしく迎えるための安心感のあ

る「あかり」の景を演出した。
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作 品 概 要

作 品 名：JR荻窪駅北口駅前広場修景整備設計

所 在 地：杉並区上荻１丁目143-1

発 注：杉並区 都市整備部 まちづくり整備課

設 計：株式会社グラック

施 工：中江建設工業株式会社

設計期間：平成21年10月～平成22年３月

施工期間：平成22年10月～平成23年３月

規 模：約3,000m
主要施設：歩道：シェルター，透水性平板ブロック

舗装，ベンチ小広場：デッキ，ベンチ，スクリーン，

プランター

植栽（高木）：ケヤキ，ヨウコウ，クスノキ，カツラ，

コブシ

（中低木）：オギ，イヌマキ，ツツジ，ハイビャクシ

ン，コグマザサ

作 品 評

この作品は，駅前広場の整備であり，道路管理者・交通事業

者・警察等の関係者との調整はもとより，特に「荻窪らしさ」

を演出するため市民意見を取り入れたコンセプトを作り出し，

半年という短期間の中で，全体調整を取りまとめて整備したも

のである。

ランドスケープを形作る五つの要素を五線譜に例え，「荻窪シ

ンフォニー」という重奏空間の創出により「荻窪らしさ」を表

現するというコンセプトは解りやすく，説明資料も明快であっ

た。実際に供用後すぐに野外音楽祭が開催されるなど，市民の

評価も高い。

また，限られた空間の中で，多くの関係者の利害を調整し，

必要とされる機能を満足させつつ，まちのエントランスとして

ふさわしい景観を生み出した点が評価された。

ランドマークとなる駅入口の大屋根シェルターとケヤキ 五線譜をモチーフとして取り入れた舗装パターン

明るく軽やかな形態のシェルター 鉄道との「見る・見られる」の関係性を考慮した広場

夜の景として，賑わいを感じさせ安心感を与えるやわらかい光の回廊
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対馬市環境基本計画」～物語で描く島の将来環境像～
株式会社プレック研究所 辻阪吟子・村瀬俊幸・米塚佐世子

対馬市は，島の約90％が森林に覆われるなど豊かな

自然に恵まれているとともに，古くからの大陸との交

易による独自の歴史・文化に彩られた島である。しか

し，一方で，高度経済成長による生活様式の変化，過

疎化・高齢化の著しい進行等により，森林の荒廃や地

域社会の衰退が問題となっている。このような中で，

対馬市では，平成23年に，「今まで以上に森・川・里・

海が連環し環境に配慮した持続可能な社会経済活動を

推進するとともに，人とツシマヤマネコをはじめとす

る野生動植物が共生できる島づくりを目指し」て環境

基本条例を制定している。本業務は，この条例に基づ

いて，市の環境施策の基本となる環境基本計画を策定

するものである。

私たちは，環境基本計画策定を，市民による環境ま

ちづくりの第一歩と考え，目指すべき環境像（環境の

将来像）を市民にいかにわかりやすく示し，共感が得

られるかが重要と考えた。そこで，環境の将来像を物

語風に描くという，物語計画手法を採用した。
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物語で描く島の環境の将来像―2025年森の姿（対馬市環境基本計画 概要版より)
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物語計画手法においては，できるだけ市民自身の言

葉で将来像を描くことを目指して，市民アンケートに

よって「残したい自然・風景」を調査するとともに，

市民へのインタビュー調査を実施，そこで得られた言

葉をもとに物語を作成した。インタビュー調査では，

環境と社会・経済を一体的にとらえるという考え方の

下に，特に生業，暮らしの面に着目，農業者，漁業者，

観光業者，主婦，教育関係者等を中心に先導的な取組

を行っている市民10名のインタビューを行ったが，そ

の成果が計画の骨格を形成するものとなった。

さらに，将来像を単に物語風に描くというだけでな

く，10年後の市民へのインタビュー形式で構築する，

これを計画の冒頭にプロローグとして位置付けるなど

の工夫を行ったことで，市民に読まれる計画づくりが

相当程度達成できたと考えている。
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作 品 概 要

作 品 名：「対馬市環境基本計画」

～物語で描く島の将来環境像～

対 象 地：長崎県対馬市

発 注：長崎県対馬市

事業目的：対馬市環境基本条例に基づき，環境の保全及び創造

に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため

の基本的な計画として，環境基本計画を策定する。

事業体制：株式会社プレック研究所行政計画部

事業期間：平成24年10月～平成25年３月

事業規模：対馬市全域

作 品 評

この作品は，市の環境基本計画の内容について，市民アンケー

トや市民インタビューの結果から，「10年後の仮想市民の言葉で

語る」という独創的な手法で，目指すべき将来像を描いたもの

である。方言も交えた市民の言葉で，イラストを多用して物語

風に描かれた内容は，市民に親しみを持って迎えられ，理解さ

れやすいものになったと考えられる。また，単に環境だけの問

題ではなく，社会・経済的側面との両立の上で，姿を描いてい

るため，受け入れやすいものとなった点が評価された。

多くの環境基本計画は，行政計画の一環として行政内だけの

資料となりがちで，なかなか一般化されにくいのが現状である

が，本成果は，これに対し，本文内も図版が多用され，解りや

すく，親しみやすいように工夫されている。

計画の考え方と施策

対馬の環境将来像全体イメージ図

2025年川の姿 2025年まちの姿

2025年里の姿 2025年ひとの姿 多島海の景観

2025年海の姿

ツシマヤマネ
コの生息環境
に配慮して栽
培されたツシ
マヤマネコ米
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愛・地球博記念公園「あいちサトラボ」
株式会社オオバ 小林高浩・木村晃一・松岡史展・小柳太二

あいちサトラボ里山開拓団 加藤正人

愛知県立芸術大学美術学部デザイン・工芸科水津研究室 水津 功

愛知県尾張建設事務所都市施設整備課 山口知幸

公益財団法人愛知県都市整備協会 黒滝真克

2013年６月１日，愛・地球博記念公園に「あいちサ

トラボ：農のエリア」がオープンした。本作品は「県

民協働による公園計画づくり」と「公園利用者と行政

とのパートナーシップによる公園管理運営支援」の

ハード・ソフト両面における取り組みである。

県民協働で取り組む「県民公園づくり空間」

2005年日本国際博覧会の会場であった本公園は，博

覧会閉幕後に再整備基本計画がまとめられ「県民と行

政とのパートナーシップによる公園整備と管理運営」

が掲げられた。その中で本エリアは「県民公園づくり

空間～県民の参加・協働によりみんなで公園を育てる

エリア～」に位置づけられた。これは利用に留まらず

テーマ設定や整備・運営も県民意思を尊重する「公園

づくりの実験場」というべきものであった。

公園計画と公園管理運営のプロセス

2007年度に愛知県がワークショップを呼びかけたが

博覧会の余韻が残る中，参加者からはパビリオンや国

際交流施設などを求める様々な意見が寄せられ，色々

な思いが乱立する状況であった。

当初は愛知県とコンサルタントとで事務局を務め，

コミュニティデザインに精通するアドバイザーの助言

を得ながら将来像の具現化に取り組んだ。ワーク

ショップ参加者による準備会が活動を開始し，整備目

処が立つ頃から公園管理受託者も本格的に加わり協働

体制を築いていった。この長期のプロジェクトを着実

に進められたのは県民参加を堅持してきた事業者（県

の歴代の関係者）のゆるぎない姿勢によるところが大

きい。

これまでの各段階でのポイントを次に示す。

①構想段階：初期は県民が主役となれるビジョンの確

立に注力した。丸２年に及ぶ議論を経て漸く「自分た

ちの手でつくっていくプロセスを大切にし，農の営み
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稲刈り 多くの労力を要する田植えや稲刈りは参加者を募集して実施している。左奥の
建物が拠点施設「ラボハウス」。その手前が畑，右斜面には果樹園が広がる

開拓開始 2010年に礫・粘土の劣悪地の
土作りから開始。合言葉「火星を開墾」

開園祭 2013年６月１日の開園式には大
村知事が来園され祝辞を頂いた
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や先人の知恵を実体験することで自然の循環を学び

伝える場」とする県民参加の基本方針がまとまった。

②設計・整備段階：活動準備会結成後の２年間は，準備

会をサポートしつつ，基盤施設・建築施設の基本・実

施設計をワークショップ方式で作り上げた。設計は人

力では困難な基盤造成やインフラに留め，過度なデザ

インは避けて「人の手で里を開拓し，試行錯誤しなが

ら作っていける」舞台を整えることに主眼を置いた。

③運営段階：基盤整備が進んだ後の直近３年間は拠点

施設「ラボハウス」の施工監理と共に，発足した活

動団体「あいちサトラボ里山開拓団」の事務局運営

をサポートしている。オープン後は一般来園者への

ガイドやプログラム提供も加わり，県民が主役の「現

代の里山づくり」に協働で取り組んでいる。

共感型コミュニティの形成をめざして

「あいちサトラボ―Aichi Satoyama Laboratory―」

は“里山づくりに取組む中で多くのことを学ぶことが

できる里の実験場”である。日ごろ自然や里から離れ

暮らす「素人」の県民一人ひとりが試行錯誤の中で里

山のくらしを体得し，知恵を学べる場所となっている。

開始から８年目を迎え，現在は田・畑・果樹園・花

壇・森などで農業や森林分野等の専門アドバイザーの

助言を得ながら里山のくらしを実践し，学びと交流の

輪を公園利用者（県民）へと拡げている。

「現代の里山の創造」を目指す開拓団の活動が従来

の地縁型コミュニティとは異なる非日常コミュニティ

を育んでおり，公園が理念に共鳴する人が集う「共感

型コミュニティ」の受け皿となる可能性を感じている。

2015年に本公園で「都市緑化あいちフェア」が開催さ

れる。２年後には更に開拓が進んだ里の姿が示せるよ

う，協働者が心を合わせて取り組んでいきたい。
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作 品 概 要

作 品 名：愛・地球博記念公園「あいちサトラボ」
対 象 地：愛・地球博記念公園の県民公園づくり空間「あいち

サトラボ」エリア
愛知県長久手市茨ヶ廻間乙1533-1他

発 注：愛知県尾張建設事務所都市施設整備課
事業目的：県民の参加・協働による「あいちサトラボ」の推進

（調査・計画・設計・建築施設工事監理・活動運営）
事業体制：株式会社オオバ

以下の団体との協働により調査・計画・設計・活動
運営支援を７年間一貫してコーディネート（注：業
務受託できなかった１年間は個人会員として参加）

協働者等：（活動団体）あいちサトラボ里山開拓団（会員65名）
（事業者）愛知県尾張建設事務所都市施設整備課
（公園管理受託者）公益財団法人愛知県都市整備協
会愛・地球博記念公園管理事務所
（総合アドバイザー）愛知県立芸術大学美術学部水
津研究室 水津 功
（農業指導）特定非営利活動法人長久手公共施設協
力会

事業期間：2007年９月～2009年６月※1，2009年８月～2011年３
月，2012年４月～2014年３月 ※1：担当者が前所属
会社（飯沼コンサルタント：廃業）で従事

事業規模：供用区域約1.7ha（計画面積約8.1ha）

作 品 評

この作品は，公園内での農体験という，都市における公園の
新しい活用方法について，愛・地球博記念公園内の一角を舞台
として実践しているモデルである。「県民協働による公園づく
り」という計画づくりをサポートしつつ，「公園利用者と行政と
のパートナーシップによる公園管理運営」という具体の活動に
ついても支援している。計画づくりで６年，活動支援で５年と
いう長きに亘る継続的なマネジメントと，それを支えた努力，
ならびに多岐におよぶ業務内容を具体化した能力が評価され
た。
特に，様々なレベルでの市民意見を丹念に調整し，「現代の里

山づくり」というコンセプトをまとめ上げ，実践している点に
評価が集まった。

餅つき 栽培作物を調理する「食育」を
重視しプログラムに取入れている

会員制プログラム 「お米と野菜作
り隊」など複数を実施

畑の作物栽培 野菜は調理
の他，体験学習等に活用

森の手入 植生調査，森づ
くり計画を立てて活動

雪の朝 手製の芝ソリはいつも大人気，
雪の日はゲレンデ誕生

世話役会 協働関係者が平日夜
に集まり調整（ラボハウス）
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神戸震災復興記念公園（愛称：みなとのもり公園)
株式会社エイト日本技術開発ほか５社 岡村郁雄ほか18名

計画地は，神戸市役所・東遊園地（慰霊と復興のモ

ニュメント・1.17希望の灯り）につながる，国道１号

を挟んだ旧 JR貨物神戸港駅跡地である。

本公園は，みなとのも
・
り
・
公園検討会提案書を踏まえ，

「市民参画によりつくり続ける公園」を具体化するた

め，実施設計及び工事，工事監理においても市民との

協働による公園づくりを進め，また独立行政法人都市

再生機構が進めている防災公園街区整備事業として，

防災公園と周辺市街地の整備改善を一体的に実施する

事業の取組みを行ったものである。

広がりのある芝生広場（みんなでつくる広場）を中

心に，市民参画を始めるゾーン（苗圃，語り継ぎの広場

等），もりをつくるゾーン（市民による苗木植栽等）及

び高架下を有効活用するゾーン（ニュースポーツ広場

等）を計画し，阪神・淡路大震災の経験を後世に語り

継ぎ，将来の災害に備える防災機能を有し，市民と行

政が協働しながらつくり続ける公園整備を実現した。
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作 品 概 要

作 品 名：神戸震災復興記念公園（愛称：みなとのもり公園）

所 在 地：神戸市中央区浜辺通

発 注：神戸市，独立行政法人都市再生機構西日本支社

設 計：株式会社エイト日本技術開発，株式会社環境緑地設

計研究所，株式会社ジャス

設計協力：市民ワークショップ（株式会社地球号），基本設計懇

話会及びみなとの森公園検討会，杉本正美名誉教授

（九州芸術工科大学・神戸芸術工科大学）ほか

監 理：株式会社エイト日本技術開発，株式会社URサポー

ト

施 工：株式会社西原組・大正建設株式会社，丸山造園土木

株式会社，丸正建設株式会社，株式会社タイキ，関

西植木株式会社

設計期間：平成16年２月～平成22年３月

施工期間：平成16年３月～平成22年３月

規 模：約5.6ha
主要施設：芝生広場，ジョギングコース，多目的広場，ニュー

スポーツ広場，安全の鐘，語り継ぎ広場，苗圃，災

害用仮設トイレ，展望の丘，備蓄倉庫，イベント広

場，交流広場，もり（外周植栽）等

作 品 評

この作品は，震災復興の証として「市民参画によりつくり
続ける公園」を具体化するために，設計段階での市民ワーク
ショップの開催，工事監理段階での市民参画メニューの実
施，そして維持管理段階での市民運営の提案を行ったもので
あり，６年以上の長期に亘り，多様な設計や監理の業務を取
りまとめた総合力の成果である。
震災の経験を後世に語り継ぎ，将来の災害に備える防災設

備を有した防災公園としても機能しており，市民と行政が協
働しながらつくり続ける仕組みが揃えられている。

広がりのある芝生広場（みんなでつくる広場） 市民参画を始めるゾーン（苗圃）

市民参画を始めるゾーン（語り継ぎ広場） もりをつくるゾーン及び高架下を有効活用するゾーン

芝生広場・ジョギングコース 栽培温室・資材倉庫

安全の鐘

ニュースポーツ広場

展望の丘（備蓄倉庫）

被災樹木等 もり（市民による苗木植栽等)

歌碑（しあわせ運べるように）



設
計
部
門

中野四季の森公園
パシフィックコンサルタンツ株式会社
西上律治・三井亨保・岡野郊子・池田陽祐・頓所弘行・新畑朋子・平本 圭・吉川智子・
福田雅世・斉藤泰久・細川照生・岡本尚胤・佐竹 健

有限会社イー・エー・ユー 西山健一

東京大学社会基盤学科 中井 祐

本公園は，駅から近い上に商業施設や大学等の民有地

に３辺が囲まれた立地であることから，中野の顔として

の賑わいの演出が求められ，また災害時には約10万人

を収容する広域避難場所の一部であることから，生活用

水・災害用トイレ・避難スペースの確保が求められた。

そのため，「まち」「ひと」「防災」「環境」の要素を

統合化し，人の流れやたまりをプログラムしデザイン

した。具体的には，生活用水を確保し，賑わいを演出

する装置となるよう防災用井戸を水源とした水景施設

（流れ，池，噴水）を設置した。また，トイレ棟の計

画では，災害トイレ用のテント等を備蓄する倉庫を併

設するだけでなく，平常時には，プレイリーダーの活

用拠点となり，災害時の活動拠点ともなる多目的ス

ペースを併設した。今後，ここを拠点としプレイリー

ダーが育っていくことを期待している。

作 品 評

この作品は，中野区の警察大学校等跡地利用におけるオー

プンスペースとして，賑わいの演出とともに，災害時の防災

拠点として機能する公園を整備したものである。災害時にお

ける水の提供を意識した水景施設は，日常利用における公園

のシンボル施設として豊かな景観や雰囲気を提供しており，

その他の広場の使い方など防災機能と日常利用のデザイン

が違和感なく調整されている。

また，地区全体の委員会や周辺関連施設との調整，施工に

際しての芝種や舗装材の試験施工など，こうした取組みが設

計にうまく反映され，全体として周辺施設と一体性を持った

空間ができている。
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作 品 概 要

作 品 名：中野四季の森公園

所 在 地：東京都中野区中野４丁目13番

発 注：中野区

設 計：パシフィックコンサルタンツ株式会社

設計協力：有限会社イー・エー・ユー，東京大学社会基盤学科

中井 祐 教授

監 理：パシフィックコンサルタンツ株式会社

施 工：飛鳥・大澤 JV
設計期間：基本計画：2008年10月～2009年３月

基本設計・実施設計：2009年６月～2010年３月

施工期間：2010年10月～2012年３月

規 模：約1.5ha
主要施設：多目的広場，池，流れ，噴水ステージ

ほとんどの樹木を地区内から移植する
ことで，竣工当初から大きな木に包ま
れ，枝下の見通しが確保できた

噴水（WARTER ROOM）。ノズルを田の字型に配置し，各辺を形成する12の水の壁がつくる
噴水の部屋をこどもたちが自由に移動できる
災害時には噴水周りの池や流れで生活用水が採取できるように設えた

公園内のイベント時の様子。多くの人で賑わい
ながらも，滞留空間と歩行空間を確保できるよ
うにした

芝生広場を取り囲むようにサクラと徳川
吉宗がこの地区に植えたとされるモモを
配置させた回廊。秋には紅葉も楽しめる

土地の歴史を継承するケヤキが現位置保
存できるよう，造成計画を工夫した
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民間事業者が経営する農業公園の
サービス向上作戦（公園管理運営の改善計画)
株式会社東京ランドスケープ研究所
小林 新・小林治人・羽田泰章・髙橋佳祐・上田早織

株式会社ファーム 髙橋憲司・渡邉秀昭・南山 勉・浅沼正彦

株式会社ファームは，昭和61年から自社所有の農業

公園と指定管理や委託業務の公園を含め，全国に10カ

所の公園とサービスエリアの管理運営を行っている企

業です。

公園運営を約25年行っている中で，いつしか，「昨日

まで続けてきた仕事を，単に今日も明日も続けている

のでは」「地域との連携とは，公園が担う責任とはなに

か」を考え，東日本大震災をきっかけに「公園の防災

に対する使命は」，今公園は何をすべきか，将来の公園

のあるべき姿は何かを考える活動を東京ランドスケー

プ研究所（TLA）と連携し行っています。

その内容は，①公園実務者における公園のマネジメ

ント講習，②新たな植栽管理指針の策定と剪定技術の

伝承指導，③公園管理運営士の資格取得を兼ねた講座

とワークショップの活動の実施，などです。また，「東

日本に花を咲かせ隊」と連携した CSR活動等に関し

てもコンサルティングしています。
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作 品 概 要

作 品 名：民間事業者が経営する農業公園のサービス向上作戦
（公園管理運営の改善計画）

依 頼 者：株式会社ファーム
対 象 地：江戸崎農業公園ポティロンの森，信州塩尻農業公園

チロルの森，衣川悠久ファームとうほくニュージー
ランド村等

コンサルタント：株式会社東京ランドスケープ研究所
業務目的：本業務は，主に次の３点を実現するためのコンサル

ティングを行うことを目的としている。
①企業ブランド理念「人と自然のふれあいを通して
笑顔をお届けしたい」の現場での具体化

②現場職員の植栽管理技術の向上
③CSR活動の展開

業務期間：2012年６月～現在も継続中

作 品 評
この作品は，農業公園の管理運営を主体とする民間事業者

に対し，公園管理運営のボトムアップを目指し，経営資源の
活用策や人材育成などを行っているものである。当該企業
は，農業・加工・サービス（１次・２次・３次）の６次産業
に取組むモデルとして，全国10カ所の農業公園の運営を行っ
ているが，応募者がコンサルティングすることにより，目標
設定を踏まえた実行計画の作成，人材育成の目標としての資
格取得，現場本位の植栽管理計画の実践，CSR活動の推奨な
どを行っている。
このような民設公園，民間企業へのコンサルティングは先

駆的取組みと評価でき，今後の新たな方向性をも示唆するも
のと考えられる。

公園管理運営士資格取得講座の様子

幹部の勉強会 ファーム幹部との深夜ミーティング

ポティロンの森でのワークショップ 衣里幼稚園の園児たちと球根植え作業 チロルの森での現場指導―日本酒により回復した黒松

衣川悠久ファーム
とうほくニュージーランド村

信州塩尻農業公園
チロルの森

対象地位置図

江戸崎農業公園
ポティロンの森



 

CLA賞の趣旨と募集・選考のあらまし
CLA賞選考委員長 島田 正文

CLA賞は，会員の優れた作品や業務を顕彰し，協会内部
だけでなく広く社会に紹介することを目的として設けられ
たもので，ランドスケープ分野のプロフェッショナルが
行った仕事を，プロが評価し，優秀なものを表彰するとい
うシステムに特徴があります。
同時に，応募者は自己が実施した業務の成果について，

改めて応募資料という形に取りまとめるため，個々の業務
の自己点検・評価，とりわけ品質保証の一翼を担うという
面からも，大きな意義を有するものであります。
さて，2014年度の CLA賞の実施に際しましては，ランド

スケープコンサルタンツ協会内に表彰委員会（技術委員会）
が設置され，CLA賞の活性化等を目標に制度自体の点検・
評価を行う一方で，その結果をもとにした下記の様な大幅
な改定が行われました。
その成果を踏まえ，「設計」「調査・計画」「マネジメント」

という３分野で応募作品を募集いたしましたところ，応募
数が14社から20作品と，昨年度のほぼ倍増という結果を得
ることができました。この機会をお借りし，協会の自助努
力と CLA賞の意義をご理解戴き，応募下さった皆様に厚
く御礼申し上げる次第です。

CLA賞改革の要点（2014年）
1.協会内部の顕彰制度から，開かれた顕彰制度への改正
・開かれた顕彰制度への改正として，応募資格において，
これまで会員限定であったものから，非会員を含む連
名での応募を可能とした。

・選考委員会の公開性・透明性を高め，委員会メンバー
に，学識者や行政実務者，関係団体等からの第三者枠
を大幅に増やし，国土交通省からも選考委員を招聘す
ることとした。

・関係11団体の協賛をいただいた。（公財）都市緑化機構，
（一財）公園財団，（一財）日本造園修景協会，（一社）
日本公園緑地協会，（一社）日本造園建設業協会，（一
社）日本造園組合連合会，（一社）日本植木協会，（一
社）日本運動施設建設業協会，（一社）日本公園施設業
協会，（一社）日本水景協会，（一社）ランドスケープ
アーキテクト連盟

2.応募要件を業務形態の実情に合わせたものへ改正
・設計部門において，応募代表者が実施設計を行っていな
い場合にも，協働体制の連名による応募を可能とした。

・過去５カ年間としていた募集対象について，期間制限
を廃止した。

3.受賞によるインセンティブを向上させ明確化するため
の改正
・CPD単位取得需要の高まりに応えて，取得単位の例示
や登録年度の選択制を新設した。

・表彰式後の講演会開催の新設やその他の公表機会の増
大により，受賞作品の社会的評価と CPD単位の取得
の機会を向上させた。

以上のような経緯を踏まえ，今回応募戴いた作品は，何
れの作品も力作ぞろいであり，また審査員が増えたことも
含め，選考会はかなりの時間を要しました。審査にあたって
は10人の委員が事前に配布された応募資料に基づき，応募全
作品について募集要綱に示された５つの視点（①独創性・

新規性，②社会的課題解決力，③市民・ユーザー評価，④
プレゼンテーション力，⑤ランドスケープ職能への貢献度）
から各視点５点満点，計25点満点として評価，集計しました。
集計結果により高得点を得た作品について上記の視点等

から議論し優秀賞としました。次いで，その中から，３分
野において特に高得点で優れた作品を最優秀賞として選出
しました。この際，設計部門においては，甲乙付けがたい
高得点を得た作品が２点存在しました。そこで，この２点
については，作品それぞれが有するデザイン性および社会
性という特異性を尊重し，両者を最優秀としました。この
結果，最優秀賞４作品，優秀賞７作品が選ばれました。ど
の作品もランドスケープの設計，調査・計画，マネジメン
トにあって優れた作品であり，その評価点は僅差でした。
差が出た部分は，大半がプレゼンテーション部分です。コ
ンセプトやプロセスに係わる部分が，丁寧に，かつ解りや
すく表現されたものが優位に評価されました。
最後に選から漏れた作品を対象に特別賞・奨励賞を選出

しました。残念ながら特別賞に該当する作品はありません
でしたが，奨励賞は３点が選ばれました。その作品は「震
災復興公園」「都市再開発の拠点公園」「民設公園に対する
マネジメント」といずれも CLAにとって重要な内容で，今
後の展開を期待しての奨励賞となりました。
次回の CLA賞の実施にあたっては，今回の選考に関わ

る一連の流れや結果を踏まえつつ，より昇華を図るための
検討を行う予定であり，募集要綱については適切な時期に
あらためて事務局からご案内いたします。
「自分が手掛けた作品を如何にアピールするか？」この

問いかけは，コンサルタントに求められる最も重要な一要
素ではないでしょうか。CLA賞が単なる顕彰制度にとどま
らず，ランドスケープコンサルタントの技術力向上に繫が
るとともに，社会へアピールする材料として活用されるこ
とも含め，会員企業や技術者の皆様の糧となること，ひい
ては持続的且つ良質な地域，国土，地球環境醸成の一助に
なることを願って，選考結果のご報告といたします。

作品の応募と選考結果

部 門 応募 最優秀賞 優秀賞 特別賞 奨励賞

設 計 14点 ２点 ５点 該当なし ２点

調査・計画 ３点 １点 １点 該当なし 該当なし

マネジメント ３点 １点 １点 該当なし １点

計 20点 ４点 ７点 ０点 ３点

選考委員
委員長 島田正文（日本大学短期大学部教授）
副委員長 川尻幸由（CLA副会長）
〃 斉藤庸平（淡路景観園芸学校教授）

委 員 有路 信（（一社）日本公園緑地協会副会長）
〃 石井ちはる（CLA広報委員会委員）
〃 金子隆行（CLA技術委員会副委員長）
〃 篠沢健太（工学院大学准教授）
〃 萩野一彦（CLA技術委員会委員長）
〃 藤巻司郎（（一社）日本造園建設業協会会長）
〃 町田 誠（国土交通省都市局公園緑地・景観課緑地環境室長）
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2014年 CLA賞

受賞技術者プロフィール
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した。この風景が鳥取のみなさ
んの心の片隅に残りますように！

駒井 修（こまいおさむ）

河合康之（かわいやすゆき）

1957年愛知県生ま
れ。1983年東京大
学大学院工学系研
究科修了。同年三
菱地所㈱土木部入
社。㈱三菱地所設
計都市環境計画部
執行役員部長。技
術士（建設部門）。
地域開発・都市基盤施設の計画・設計
監理業務，ランドスケープ関連業務に
従事。

塚本敦彦（つかもとあつひこ）

1969年生ま れ。
1995年京都大学大
学院修士課程修
了。1995年三菱地
所㈱入社。
現在，㈱三菱地所
設計都市環境計画
部主幹。

松尾教徳（まつおみちのり）

㈱三菱地所設計都
市環境計画部ラン
ドスケープ室。
1982年東京農業大
学農学部造園学科
卒業。ランドス
ケープ 計 画・設
計・監理に従事。
主な業務経歴：丸
の内仲通り街路整
備，丸の内永楽ビ
ル，広尾ガーデン
フォレスト１，２，３期，歌舞伎座，
酒々井プレミアム・アウトレット，2010
年ミッドオアシスタワー，パークハウ
ス木々にてグットデザイン賞受賞。
RLA，二級建築士，一級造園施工管理技
士。

松井章一郎（まついしょういちろう）

1967年生ま れ。
1991年早稲田大学
大学院修士課程修
了。1991年三菱地
所㈱入社。
現在，㈱三菱地所
設計建築設計５部
担当部長。

石附 聡（いしづきさとし）

1971年愛知県生ま
れ。1994年名古屋
工業大学社会開発
工学科卒業。2006
年㈱三菱地所設計
入社。
現在，㈱三菱地所
設計建築設計２部
主幹。

佐藤琢也（さとうたくや）

1975年東京生ま
れ。2000年東京理
科大学大学院修
了。同年，三菱地
所㈱入社。
現在㈱三菱地所設
計。
代表作：巣鴨ス
ポーツセンター
（ゴルフ場・武道場），成蹊大学情報図
書館，成蹊小学校，興正寺境内整備（能
満堂回廊・森の小径とトイレ・参拝者
駐車場・八事交番）

姉歯景介（あねはけいすけ）

1976年宮城県生ま
れ。2001年前橋工
科大学工学部建築
学科卒業。2007年
㈱三菱地所設計入
社。
現在，㈱三菱地所
設計建築設計２部
主事。

藤 貴彰（ふじたかあき）

建築家 都市計画
デザイナー。
1982年兵庫県生ま
れ。2005年早稲田
大学理工学部建築
学科卒業。2007年
早稲田大学大学院
理工学研究科建築
学専攻卒業。同年
㈱三菱地所設計入
社。
現在，建築設計５
部兼海外設計室副
主事。
受賞歴：2013年北米照明学会賞2013。
2012年台北市南山人寿広場事業コンペ
１位当選。2007年新宿６丁目N街区事
業コンペ１位当選。2005年早稲田大学
建築学科卒業設計１位。日本建築学会
卒業設計作品展出展。日本建築家協会
卒業設計作品展出展。

藤田久数（ふじたひさかず）

愛知県出身。1998
年㈲ソラ・アソシ
エイツ設立。代表
取締役。国内外の
プロジェクトを手
掛ける。
北海道（奥尻島）
南西沖地震慰霊
碑・慰霊広場，山
梨県立博物館，国
立科学博物館，根
津記念館，パレス
ホテル東京etc.
IESポールウオーターベリー優秀賞，
グッドデザイン賞，環境大臣賞，キッ
ズデザイン賞etc.
趣味：座禅。

塩井弘一（しおいこういち）

1983年神奈川県生
まれ。2007年㈲ソ
ラ・アソシエイツ
入社。毎日楽しく
デザイン中。趣味
は自転車と燻製。
RLA取得に向けて
奮闘中。
主な業務経歴：
JR神田万世橋ビル，国立科学博物館，
理想科学工業 理想開発センター等

後藤逸成（ごとういつなり）

1973年愛知県生ま
れ。名古屋造形芸
術短期大学造形芸
術学科ランドス
ケープデザイン
コース卒業。1995
年㈱空間創研入
社。主に都市公
園・緑地などの計
画から実施設計及び花緑イベントの企
画・運営に携わり，日々，快適な空間
づくりを目標とする。登録ランドス
ケープアーキテクト（RLA），RCCM（造
園）。

荘田隆久（しょうだたかひさ）

1972年大阪市生ま
れ。1994年京都嵯
峨美術短期大学環
境デザイン学科卒
業。㈱都市環境ラ
ンドスケープを経
て，2012年㈱空間
創研入社。主に，
集合住宅から商業
や医療，教育施設など，多岐にわたる
屋外空間の計画・設計・監理に携わる。
登録ランドスケープアーキテクト
（RLA），RCCM（造園）。CLA関西支部
幹事兼CLA関西支部広報委員長。

泉 崇（いずみたかし）

1997年金沢美術工
芸大学卒業。同年，
㈱空間創研入社。
公園緑地の実施設
計を主体に，植物
発生材の利活用や
草地管理の調査・
研究など様々な業
務に携わる。「場」
の特性を見つめ，時間の経過とともに
心地よく魅力的なものとなる「場づく
り」を目標に仕事に取り組んでいる。

福田祥子（ふくたしょうこ）

2007年同志社大学
卒業。㈱空間創研
入社。主に公園や
建築外構等，屋外
空間の計画・設計
業務に従事。CLA
関西支部広報委
員。受賞作品では，
現場監理に初めて
携り空間をみんなで創り上げていく辛
さや楽しさを身にしみて感じることが
できま

1950年京都市生ま
れ。1989年㈱空間
創研入社。現在，
京都を中心に庭園
設計の他，草花を
活かした空間づく
りを目指し活動し
ている。
主な設計物件：国
際花と緑の博覧会「花の谷等」花壇，
第11回全国都市緑化きょうとフェア修
景花壇，第23回全国都市緑化おおさか
フェア花づくしの庭，第27回全国都市
緑化ならフェア修景花壇等。

宇戸睦雄（うどむつお）

1960年京都市生ま
れ。京都芸術短期
大学卒業。㈱空間
創研代表取締役。
１級造園施工管理
技士，登録ランド
スケープアーキテ
クト，技術士（建
設部門・環境部
門），樹木医。自然環境に関わる調査，
計画に従事。

山本 哲（やまもとてつ）

1994年大阪大学環
境工学科卒業後，
ランドスケープコ
ンサルタント会社
に入社。神戸にお
いて阪神淡路大震
災を経験し，その
後，復興まちづく
りを中心に，住民
主体の花と緑のまちづくり推進に携わ
る。現在は地域の個性や景観，花緑，
コミュニティーを活かした，人が楽し
く暮らせるまちづくりに取り組む。

趙 賢一（ちょうけんいち）

1956年生まれ。植
物を基軸とする生
態系の調査・解
析・評価をもとに，
土地の資源を読み
とり，自然環境の
保全ならびに活用
に関わる各種の計
画立案を行う。最
近は，大学研究機関や都市および農山
村にて，学生や住民を対象に自然環境
の見方やつきあい方の講師活動も行っ
ている。

佐藤 力（さとうりき）

1971年東京都生ま
れ。1995年明治大
学農学部農学科卒
業，同年㈱愛植物
設計事務所入社。
現在，同取締役，
環境調査・計画
チーム長。自然環
境及び希少動植物
の保全・再生，自然環境の調査と保全・
管理計画，街路樹や並木の保護管理計
画，市民協働による公園維持管理の
コーディネートなどに従事。

橋本 恵（はしもとめぐみ）

1981年京都府生ま
れ。2007年高知大
学理学研究科修
了。同年，㈱愛植
物設計事務所入
社。専門分野は，
植物保全生態学や
植生であり，近年
の主な業務とし
て，自然環境調査，樹林管理計画策定，
植生図作成，街路樹の保護管理計画に
携わる。



とし）

1981年福井工業大
学建設工学
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丸山英幸（まるやまひでゆき）

登録ランドスケー
プアーキテクト
（RLA）。1957年４
月２日生まれ。
1980年東京農業大
学農学部造園学科
卒業。CLA関東支
部代表幹事。
代表作：愛宕グ
リーンヒルズランドスケープ設計監
理，六本木ヒルズ住宅棟屋上庭園設計
監理，杉並区立柏の宮公園茶室設計監
理。

高林則之（たかばやしのりゆき）

1962年東京生ま
れ。東京農業大学
卒業，㈱愛植物設
計事務所に入社，
現在に至る。
主な作品は，小笠
原大神山公園景観
設計，神代植物公
園防災設計，大蔵
３丁目公園改修設計，根川緑道改修設
計等多数。調査から設計・積算まで一
貫した仕事をしている。

田中 康（たなかやすし）

1982年大阪府立大
学農学部緑地計画
工学卒業。同年㈱
大塚造園設計事務
所（現㈱ヘッズ）
入社，公園緑地の
計画，設計等に携
わる。2006年より
指定管理者として
都市公園の管理運営に携わる。一級造
園施工管理技士。技術士（総合技術監
理部門，建設部門）。公園管理運営士。
兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジ
メント研究科非常勤講師。

野村はな（のむらはな）

2005年九州芸術工
科大学芸術工学部
環境設計学科卒
業。同年㈱ヘッズ
入社。魅力ある空
間とプログラム，
仕組みをトータル
で創出するコンサ
ルタントを目指
し，公園緑地の計画設計やマネジメン
ト等に携わる。服部緑地の業務では指
定管理者と共に『服部緑地パークライ
フ』の実現に取り組む。登録ランドス
ケープアーキテクト（RLA）。

柿谷武司（かきたにたけし）

1950年大阪府出
身。1974年大阪府
立大学農学部卒
業。同年４月大阪
府庁入庁。
2011年４月から
(一財)大阪府公園
協会職員として大
阪府営服部緑地管
理事務所所長に赴任。同年12月に服部
緑地の利用促進を契機とした地域活性
化に取り組むため，服部緑地「みどり・
文化・地域」を育てる協議会を立ち上
げた。

竹田和真（たけだかずま）

1996年大阪府立大
学大学院農学研究
科修了。同年建設
省入省。国営公園
の設計・施工・管
理，まちづくり，
地域づくり，消費
者行政等に携わ
る。2008年㈶大阪
府公園協会入社。現在，指定管理者と
して府営公園の管理に従事。一級造園
施工管理技士。登録ランドスケープ
アーキテクト（RLA）。技術士（建設部
門）。公園管理運営士。

村上 章（むらかみあきら）

1991年東京デザイ
ナー学院スペース
デザイン課環境デ
ザイン学部卒業。
2003年㈱プレック
研究所入社。環境
設計部所属。主に
ランドスケープ及
び庭園の計画・設
計・施工監理に従事。環境設計部主査。
一級造園施工管理技士。

黛 卓郎（まゆずみたくろう）

1967年東京農業大
学造園学科卒業。
1980年㈱プレック
研究所入社。都市
計画，地域計画，
ランドスケープな
どの計画・設計，
史蹟・名勝等の文
化財保護計画や整
備計画などに従事。1995年造園学会賞
受賞。技術士（建設部門：都市及び地
方計画，環境部門：自然環境保全），樹
木医。

棚瀬新一朗（たなせしんいちろう）

1984年東京デザイ
ナー学院造園デザ
イン科卒業。1985
年㈱プレック研究
所入社。環境設計
部所属。ランドス
ケープの設計・監
理に従事。RCCM
（造園部門），一級
土木施工管理技士，一級造園施工管理
技士，登録ランドスケープアーキテク
ト（RLA）。
現在：環境設計部長代理。（一社)ラン
ドスケープアーキテクト連盟理事。

畑 隆弘（はたたかひろ）

1991年東邦大学理
学部卒業。同年㈱
プレック研究所入
社。環境調査部所
属主査。自然環境
調査のうち主に動
物調査・解析業務
に従事。生物分類
技能検定１級動物
部門（哺乳類・爬虫類・両生類・鳥類）
登録者。気象予報士。

仙田 満（せんだみつる）

環境建築家。1941
年横浜市生まれ。
東京工業大学建築
学科卒業。菊竹清
訓建築設計事務所
を経て1968年㈱環
境デザイン研究所
設立。都市，建築，
造園，遊具を貫通
する「こどものあそび環境のデザイン」
という新しいデザイン分野を確立。
代表作品：猿島公園，海南市わんぱく
公園，富岩運河環水公園など。

安河内泰男（やすこうちやすお）

1973年福岡大学工
学部建築学科卒
業。同年㈱プレッ
ク研究所に入社。
ランドスケープ，
動物園，建築等の
設計等に従事。
2012年まで約10年
間プレック研究所
中部事務所に勤務，その間国営木曽三
川公園や2005年の愛知万博等のプロ
ジェクを担当。現在はプレック研究所
参事，環境設計部長。
技術士（建設部門），一級建築士。

松崎 淳（まつざきあつし）

1968年広島県比婆
郡東城町森生ま
れ。1992年大阪大
学工学部環境工学
科卒業。同年㈱プ
レック研究所入
社。東京，横浜，
福岡の事務所を経
て，現在，中部事
務所。動物園や遊び場，ビジターセン
ターなどの建築，展示，ランドスケー
プの設計に従事。
技術士（建設部門）。

長谷川均（はせがわひ

科卒
業。同年㈱プレッ
ク研究所入社。
現在，企画開発部
次長。主にランド
スケープなどの計
画設計に従事。技
術士（建設部門，
環境部門），登録ランドスケープアーキ
テクト（RLA）。

剱田和良（けんだかずよし）

埼玉県出身。1999
年㈱グラック入
社。美しい街並み
づくりに貢献する
ことを目指し，公
園や集合住宅の屋
外空間を中心とし
て計画・実施設計
を行っている。
登録ランドスケープアーキテクト
（RLA），一級造園・一級土木施工管理
技士。

西山秀俊（にしやまひでとし）

1992年東京農業大
学造園学科卒業。
2000年㈱グラック
入社。登録ランド
スケープアーキテ
クト（RLA）。公園
緑地のマネジメン
ト，マンション緑
地再生等のコンサ
ルティングに関わる。2009年 JR荻窪
駅駅前広場修景整備設計プロポーザル
選定。時代を見据えたランドスケープ
アーキテクトの職能のあり方を模索
し，実践することを目指して活動中。

井野貴文（いのたかふみ）

群馬県高崎市出
身。2009年 ㈱ グ
ラック入社。現在
は「横浜市庁舎緑
化整備計画・基本
設計・実施設計」，
「小笠原国立公園
の設計」などに従
事。登録ランドス
ケープアーキテクト（RLA）。

辻阪吟子（つじさかぎんこ）

大阪府生まれ。
1981年京都大学文
学部（心理学専攻）
修士課程修了。同
年㈱プレック研究
所入社。現在，取
締役行政計画部部
長。主に地域環境
管理計画等の行政
計画や，環境影響評価制度等環境施策
立案に従事。技術士（総合技術管理部
門：環境保全計画，建設部門：建設環
境，環境部門：環境保全計画）。

村瀬俊幸（むらせとしゆき）

愛知県生まれ。
1988年筑波大学大
学院修士課程環境
科学研究科修了。
同年㈱プレック研
究所に入社。現在，
行政計画部部長代
理。主に景観調査，
環境影響評価業
務，行政計画策定業務等に従事。技術
士（建設部門）。

米塚佐世子（よねづかさよこ）

愛知県生まれ。
1999年３月信州大
学理学部卒業。現
在，㈱プレック研
究所行政計画部に
所属。技術士（建
設部門建設環境）。
地域まちづくりや
自然環境保全対策
検討に従事。趣味は野山やまちを散歩
して，その土地の美味しいものを食べ
ること。
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。2007
年パシフィックコ
ンサルタンツ㈱入
社。公園緑地の調
査や計画などに従
事。

福

小林高浩（こばやしたかひろ）

1986年３月信州大
学農学部卒業。㈱
飯沼コンサルタン
トを経て㈱オオバ
名古屋支店勤務。
公園や緑地空間を
舞台に，調査・計
画・設計から管理
運営まで「人も生
きものも集いたく
なる居心地の良い
場所づくり」に取
組んでいる。
代表作：愛・地球博記念公園「もりの
ゾーン」「あいちサトラボ」，戸田川緑
地，東山植物園「桜の回廊」など。技
術士，RLA，公園管理運営士。

木村晃一（きむらこういち）

1973年愛知県生ま
れ。中部大学建築
学科卒業。建築設
計，不動産開発業
を経て，2009年㈱
オオバ名古屋支店
まちづくり計画部
に勤務。主な業務
分野は，公園計
画・設計ならびに建築計画，ワークシ
ョップ業務。愛・地球博記念公園など
を担当。趣味はまちあるき（NPO活動）
と渓流釣り（お昼寝）。

松岡史展（まつおかふみひろ）

2003年３月に北海
道大学大学院農学
研究科を卒業。そ
の後，㈱飯沼コン
サルタントに入社
し，2009年より㈱
オオバ名古屋支店
まちづくり計画部
に勤務。主に公園
緑地の計画・設計，ワークショップを
担当。近年は国営木曽三川公園の自然
体験イベント「エコパラクラブ」にも
参加している。技術士（都市及び地方
計画），RLA。

小柳太二（こやなぎたいじ）

愛知県出身。1994
年㈱オオバ入社。
名古屋支店まちづ
くり計画部所属。
都市及び地域のま
ちづくり構想計
画，防災・減災計
画，公園や駅前広
場の計画設計など
幅広く従事。地域の地形や歴史を読み
解いてまちづくりを行うことが目標。
技術士（都市及び地方計画）。趣味はビ
ールを飲みながらの音楽鑑賞（ビート
ルズやナイアガラ）。

岡村郁雄（おかむらいくお）

新潟県出身（1954
年生まれ）。1979年
東京農業大学農学
部造園学科卒業。
㈱伊藤造園設計事
務所，㈱都市計画
研究所，㈱自由造
園設計事務所を経
て日本技術開発㈱
入社，現在㈱エイ
ト日本技術開発四
国支社勤務。技術
士（都市及び地方計画），一級土木施工
管理技士・一級造園施工管理技士，公
園管理運営士。
主な業務：六甲リバーモール設計，神
戸ハーバーランド広場設計，神戸震災
復興記念公園設計及び工事監理等。

西上律治（にしがみりつじ）

1961年大阪府立大
学農学部園芸農学
科園芸学コース卒
業，パシフィック
コンサルタンツ㈱
入社。マネジメン
ト事業本部総合プ
ロジェクト部都
市・環境デザイン
室長。一級造園施工管理技師，技術士
（建設部門・総合技術監理部門）。公園
緑地・運動施設・橋梁・護岸・道路の
計画・設計，住民参加等幅広い分野に
携わる。

三井亨保（みついみちほ）

1982年福岡県福岡
市生まれ。2006年
九州大学工学部地
球環境工学科卒
業。同年パシフィ
ックコンサルタン
ツ㈱入社。技術士
補，２級造園施工
管理技士。主に，
公園や駅前広場等の計画・設計，景観
アセスメントの仕組みづくりなどに従
事。

岡野郊子（おかのさとこ）

1993年横浜国立大
学卒業。同年パシ
フィックコンサル
タンツ㈱入社。技
術士（都市及び地
方計画），都市・環
境デザイン室副室
長。主に公園，都
市景観整備，建築
外構等に係る計画・設計に従事。
最近はスポーツ施設関連，大学キャン
パス計画などの案件多し。

池田陽祐（いけだようすけ）

2000年筑波大学社
会工学類都市計画
専攻卒業（2002年
同大学院修了）。
2002年パシフィッ
クコンサルタンツ
㈱入社。都市計
画・建築，歴史文
化等の経験を経て
都市・環境デザイン室所属。現在は施
設景観・広場等ランドスケープ等の計
画・設計の他，計画・建築・土木等の
複合業務に従事。一級建築士，技術士
（都市及び地方計画）。

頓所弘行（とんしょひろゆき）

1987年東京農業大
学造園学科卒業。
1989年パシフィッ
クコンサルタンツ
㈱入社。ランドス
ケープの調査，計
画，設計部門に一
貫して従事。公園，
緑地デザイン，環
境形成計画を専門。自然，歴史，文化
等の地域性や生活観のあるランドスケ
ープを主眼。近年，東北の防災緑地計
画，設計等震災復興業務に多く携わる。

新畑朋子（にいはたともこ）

1959年広島県生ま
れ。1985年東京農
業大学造園学科卒
業。数々の転職を
行い現在パシフィ
ックコンサルタン
ツ㈱。主に都市公
園の基本設計・実
施設計に従事，技
術士（都市及び地方計画），広島女学院
大学非常勤講師として，地元にランド
スケープ教育を展開したいと取り組み
中。

平本 圭（ひらもとけい）

1973年福岡県生ま
れ。千葉大学園芸
学部緑地・環境学
科卒業。協和コン
サルタンツを経
て，パシフィック
コンサルタンツ㈱
に勤務。主に公園
緑地の計画，設計
に従事。子供や高齢者が楽しめる特徴
ある公園づくりを目指しています。

吉川智子（よしかわともこ）

1977年和歌山県生
まれ。日本福祉大
学，早稲田大学芸
術学校卒業

田雅世（ふくだまさよ）

2004年東京農業大
学地域環境科学部
造園科学科卒業。
パシフィックコン
サルタンツ㈱入
社。一級造園施工
管理技士，登録ラ
ンドスケープアー
キテクト（RLA）。
主にランドスケープの計画・設計に従
事。心に残る美しい風景や，気持ちの
いい空間づくりを目指し，日々格闘中
です。

西山健一（にしやまけんいち）

1975年東京都生ま
れ。2000年東京大
学大学院工学系研
究科社会基盤工学
専攻修士課程修
了。2003年土木施
設の景観デザイン
を専門とする㈲イ
ー・エー・ユーを
設立。以来同社代表。技術士（建設部
門）。2008年土木学会デザイン賞奨励賞
受賞。GSデザイン会議，エンジニア・
アーキテクト協会会員。

中井 祐（なかいゆう）

1968年豊橋生ま
れ。1993年東京大
学大学院工学系研
究科社会基盤工学
専攻修士課程修
了。現在東京大学
大学院工学系研究
科社会基盤学専攻
教授。博士（工学），
一級建築士。専門は，景観論，公共空
間・公共施設のデザインとまちづくり，
近代土木デザイン史。
主な受賞歴：土木学会デザイン賞最優
秀賞，土木学会論文賞。

小林治人（こばやしはると）

技術士（建設部
門）。CLA顧問，公
園管理運営士会会
長，英国ランドス
ケープ学会名誉副
会長など。1991年
北村賞，1995年黄
綬褒章，2007年旭
日小綬章，2009年
上原敬二賞。「生き物の技術」をベース
に，剪定ばさみを腰に下げ，ファーム
の農業公園で技術の伝承中！

小林 新（こばやししん）

技術士（環境部
門・建設部門）。日
本大学生産工学部
非常勤講師，公園
管理運営士会企画
委員，環境情報科
学センター監事。
デザインとは「問
題解決のための手
段である」「コミュニケーションの手段
である」を公園緑地の現場で実践して
います。

羽田泰章（はだやすふみ）

1976年東京都生ま
れ。2005年ワシン
トン州立大学農学
部ランドスケープ
学科卒業後，2007
年㈱東京ランドス
ケープ研究所入
社。ランドスケー
プ計画・設計業務
に従事。これまで主に携わった業務は，
エジプト東京庭園工事監理（2010年東
京都建設局長表彰），浦安市運動公園実
施設計業務委託など。現在設景部主任。

髙橋佳祐（たかはしけいすけ）

1984年千葉生ま
れ。2009年日本大
学大学院建築工学
専攻修士課程修了
後，㈱東京ランド
スケープ研究所入
社。二級建築士。
これまで主に携わ
った業務は，錦州
アートエキスポの方案設計・拡初設計，
（仮称）練馬区立マロン広場跡地緑地
設計，計画的な公園整備のための緑地
活用検討調査など。
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上田早織（うえださおり）

1986年熊本県生ま
れ。2012年東京農
業大学大学院造園
学専攻修士課程修
了後，㈱東京ラン
ドスケープ研究所
入社。測量士補。
主にランドスケー
プの調査・計画に
従事。趣味は緑のボランティア活動で
汗を流しリフレッシュすること。多世
代が集う，人々に愛される設景を目指
し日々精進していきます。

髙橋憲司（たかはしけんじ）

1986年より，農業
公園の設計・施工
監理等行ってまい
りました。今回，
東京ランドスケー
プ研究所と様々な
手法・取組にて既
存公園の位置付，
運営管理方法を見
直す活動を行う事は大変有意義です。
今後も，この活動を止めることなく，
常に新しい情報を取り入れ公園運営を
行っていきたいと思います。

渡邉秀昭（わたなべひであき）

衣川悠久ファーム
とうほくニュージ
ーランド村支配
人。「とうほくニュ
ージーランド村」
は岩手県奥州市に
有ります。3.11の
震災時，施設の建
物・園路に被害が
出て約５カ月間休
園しました。こん
な中，公園では「春
の花」が咲き誇り，私たちに勇気をい
ただきました。この思いを胸にして，
今後も「花咲かせ隊」の活動を通じて
笑顔を届けていきたいと思います。

南山 勉（みなみやまつとむ）

信州塩尻農業公園
チロルの森支配
人。「塩尻チロルの
森」は，標高1,000
mに位置し，冬季
雪深く，長野県塩
尻市にあります。
今回公園整備の作
業を専門家の方と
ディスカッションを行い，「今，何を，
どのようにすべきか」原点に返り，一
から考える活動を基本に公園整備を進
めております。全国の見本公園になる
ように頑張って行きます。

浅沼正彦（あさぬままさひこ）

江戸崎農業公園ポ
ティロンの森支配
人。「ポティロンの
森」は茨城県にあ
る農業公園です。
開園し14年がた
ち，公園の再活性
化を図る活動とし
て指導を受けなが
ら「気づき」をテーマにワークショッ
プを繰り広げています。今後，年月が
たち「あじがある公園」を目指して公
園の問題提起と検証，解決方法を職員
一丸となって繰り広げていきます。



都市公園再生プロジェクト報告

１．都市公園再生プロジェクトの目的

都市公園再生プロジェクトは，近年の都市公園を取り巻く社会環境の変化や公共財としての役割の多様化，東日本大震災

地域の復興まちづくりでの公園緑地の重要性に対する認識の高まりなどを踏まえ，今後の豊かな地域社会づくりや震災地域

の防災・復興まちづくりに貢献する望ましい都市公園のあり方を提案することにより，地方公共団体に対して「都市公園再

生の事業起し」を促すとともに，併せて，ランドスケープコンサルタントの職能をアピールすることを目的として企画され

たものである。

２．プロジェクトの検討テーマ

このプロジェクトでは，都市公園のあり方に関する様々な課題・テーマの中から，社会的要請が高く，地方公共団体が関

心を持ち，都市公園の存在価値・利用価値の向上に効率的に結びつくものとして，次の２つの検討テーマを設定している。

●検討テーマ１

コミュニティ形成とまちの魅力を高める身近な公園（住区基幹公園）再生のあり方

●検討テーマ２

東日本大震災の復興における提案を通じた新しい公園のあり方

３．プロジェクトの推進体制

プロジェクトは，（一社）ランドスケープコンサルタンツ協会関東支部会員を母体として「都市公園再生プロジェクト研究

会」を立ち上げ，研究会内に事務局を設けてマネジメントを行っていくこととし，以下のような体制で推進した。

４．プロジェクト推進の経過

都市公園再生 PJ研究会設立：平成24年４月26日

都市公園再生 PJ検討委員会設置：平成24年11月15日

実施要領公表と申込期間発表：平成25年１月30日～２月15日

説明会の開催：平成25年２月19日

提案書提出期間：平成25年３月１日～３月21日

プロポーザルの審査：平成25年４月１日

結果の公表：平成25年４月２日

委託契約の締結：平成25年５月９日

以降，都市公園再生 PJ検討委員会を４回開催，都市公園再生 PJ検討委員会 CLA部会を６回開催し検討を進めています。

当初の予定では，平成26年３月末までに提案書を取りまとめる予定でしたが，提案内容についてもう少し事業起こしがし

やすくできるように作業を進めていますので，会員の皆様に結果をお知らせできるようになるまでもう少し時間をいただき

たくお願いいたします。

都市公園再生プロジェクト研究会代表 新井 豊

プロジェクトチーム選定委員会
⎧
｜

⎩

学識経験者・CLA関東支
部長・研究会代表で構成

⎫
｜

⎭

都市公園再生プロジェクト研究会

（研究会事務局）

プロジェクトチーム

(プロポーザルで選定)

都市公園再生プロジェクト
検討委員会
⎧
｜

⎩

学識経験者・研究会
会員の公募者で構成

⎫
｜

⎭
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コミュニティ形成とまちの魅力を高める身近な
公園（住区基幹公園）再生のあり方の検討について

【検討の背景と目標】

供用中の都市公園は，設置から30年以上経過したものが

現時点で約３割を占め，20年後には６割に達すると見込ま

れている。この間に少子高齢化が進展し，ライフスタイル

の変化に伴いニーズが多様化するとともに，果たすべき防

災機能も高度化している。中でも，既設都市公園数の約９

割を占めている身近な公園（住区基幹公園）は，成熟型社

会における地域コミュニティ再生の核として期待される存

在である。にもかかわらず維持管理・補修予算が縮減され

ているため，施設の陳腐化・劣化・破損や植栽の荒廃が常

態化し，利用度の低い公園が多く，治安面の不安や地域イ

メージの低下を招く例も見られる。

本検討が意図する「公園再生」は，こうした状況への対

症療法的対応にとどまらず，公的不動産の戦略的マネジメ

ントのひとつとして公園を活用し，都市の強靱化への貢献，

まちづくりの目標像の具現化，都市の魅力とブランド力向

上を目指すものである。魅力アップ等の主要なキーワード

として，《経済的価値向上：子どもの遊びと多世代交流・に

ぎわい創造・健康・癒し》《環境価値の向上：歴史・文化・

美しい景観・自然環境の保全活用》等が想定される。

【成果の位置づけとまとめ方】

今後の都市公園関連業務は，新設整備から改修・リニュー

アル及び維持管理運営関連に重点が移行するのは明らかで

ある。本検討の成果は，「公園再生」を起点とした関連業務

誘引のきっかけとなる営業資料を意図し，以下に示すよう

な提案内容と，都市公園の専門家である CLAメンバーが

これを担当するメリットを示す簡単なリーフレットとして

取りまとめる予定である。

なおターゲットの自治体等は規模・人口構成・産業構造・

自然の骨格と土地利用等が多様であるため，具体的な営業

活動については，リーフレットに興味を示してくれた顧客

に対して会員それぞれが個々の技術と経験を活かして地域

特性に即した独自提案を行うことを想定している。

【検討内容１：提案に向けた留意点】

地域主権第２次一括法における都市公園法の改正によっ

て標準規模・配置・建ぺい率設定等の自由度が高くなって

いることを生かし，民間の集客施設の誘致をはじめ，地域

住民等多様な主体との連携・協働やマネジメント強化も交

えて，地域の潜在的な魅力や可能性を低コストで効果的に

引き出す個性的取組が目標となる。まず公園施設長寿命化

を一歩進めて，社会状況の変化・公園周辺の土地利用や人

口構成の変化等に対応した個々の公園・施設機能を再考す

る。

これに加えて，都市の低炭素化の推進，人口減少社会に

対応した拡散型から集約型への都市構造の再編も見据え

て，多様な都市施設・公共施設等との連携による効率化・

個性化，自然の骨格に沿った導入機能の特化と水と緑の

ネットワーク再構成（統合・廃止・再配置）等についても

言及する。

【検討内容２：手順と提案概要】

・公園個別の「評価カルテ」を作成：公園施設長寿命化計

画で得られた成果の活用をベースに，各公園・各ゾーン

の基礎的改善ポイント整理と導入施設の取捨選択・絞込。

地域特性に沿った個性化等のプラスαの取組みに向け

た《隣接施設等との一体化》や《民間活力の導入》，《多

様な主体による整備管理》等を盛り込んだ再生イメージ

を提示する。併せて関連する先行事例と各種補助制度等

の参考資料を添付。

・地域全体の構成改善に向けた「評価マップ」を作成：地

域の防災機能の向上，イメージアップと活性化に向けた

重点エリアと優先順位を設定。地域の縮退やニーズの変

化に即して，ネットワーク上の機能分担とシフトを整理。

都市再生特別措置法等の一部改正により，「立地適正化計

画」の作成が可能となり，関連補助事業が複数設定され

ており，公園再生についても，この動きに沿った選択と

集中，および立地に即した工夫のイメージを提示する。

……《個別の取組》から《連携》へ，《総花》から《フォー

カス》へ。
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東日本大震災復興に関する業務実績アンケート」の結果報告

東日本大震災から３年を経て，その間に CLAの会員が

復興に関する様々な業務に取り組んできています。現在も

東北方面を中心として，多くのプロジェクトの動向があり

ます。その業務の実績を把握し，CLAの広報活動や今後の

展開に活用するために，昨年度，正会員を対象にした「東

日本大震災復興に関する業務実績」のアンケートを実施し

ました。その結果，11社から回答があり，46件の業務実績

の情報が集まりました。ここに結果をまとめた概要を報告

します。

●アンケート結果の概要

１ 業務種別

業務種別で多いのは

「計画」，「調査」であ

り，「調査・検討・計画」

の組み合せを含めると

全体の６割強となって

います。昨年までは調

査計画系業務の割合が

高い傾向ですが，今後

「設計」段階への移行

が考えられます。

２ 実施年度

業務実施年度は，

H25年のアンケートな

ので，H23・24年度に集

中している結果となっ

ています。

３ 対象地域

業務の対象地域は，

「宮城県」が最も多く

全体の半数を占め，次

は「岩手県」が約２割

という結果でした。ま

た，複数の県域を対象

とした業務が２割弱を

占めており，３県以上

の国土レベルに匹敵する広域的な業務も特徴としてあげら

れます。

４ 受託種別

受託種別は，「元請」

が全体の８割を超えて

いる結果となりました。

５ 発注者

業務の発注者は，

「国」が約４割，次に

「市町村」が約３割，

残り「県」及び「その

他」が同数という結果

でした。「その他」の内

訳は，コンサルタント，管理組合などです。

６ 発注方式

発注方式は，「競争入

札」，「随契」，「プロポ」

が約３割ずつで偏りが

ない傾向ですが，「総合

評価」方式は少ない結

果となっています。

７ 震災復興に関する業務について，CLAへの意見

震災復興に関する業務及びアンケートに対する CLAへ

の意見をまとめると，次の３点があげられます。

１）区画整理事業の公園緑地の計画設計において，土木系

コンサルタントとの連携をもっと図るべきである。

２）津波浸水区域を非居住区域として公園緑地にするケー

スが多く都市公園配置の偏重が生じるので，実情に即

した新たな指標・制度が必要である。

３） JVで業務を受注しており，業務全体についての記述

や内容公開はできない。

なお，アンケートは以上の他に，業務名称・受託金額・

会社名等の回答がありましたが，情報の取り扱い上，掲載

はしません。

今回，アンケートを行ったことで，震災復興に関する初

期段階の業務の実態をある程度把握できたのではないかと

考えます。業務種別や対象地域などを見ると，多方面にわ

たる業務に取り組んでいることがわかります。今後も，復

興に向けて CLAの職能として何ができるのかを考えて行

動するために，アンケートの結果を基礎資料として役立て

てもらえれば幸いです。

最後に，アンケートにご協力下さった皆様に感謝申し上

げます。
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100.046

39.1
%

18

件数

国

発 注 者

15.27県

30.414市町村

0.00特殊法人

0.00ゼネコン

15.27その他
100.046

43.5
%

20

件数

H23年度

業務実施年度

39.118H24年度

13.06H25年度

4.32H24年度・H25年度

100.046

30.4
%

14

件数

競争入札

発 注 方 式

6.53総合評価

28.313プロポ

30.414随契

2.21その他
2.21無回答

100.046
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支部活動報告 北海道支部

JLAUと共同で講演会・トークセッションを開催

平成25年６月17日，かでる２・７（道民活動センター）

において，ランドスケープアーキテクト連盟（JLAU）と共

同で「ランドスケープアーキテクトの可能性を語る」をテー

マに講演会とトークセッションを開催しました。JLAU会

長の蓑茂寿太郎氏による「国土の再デザインと RLA，そし

て JLAU」，JLAU常任理事の戸田芳樹氏による「ランドス

ケープイニシアティブ～職能と可能性～」についての講演

の後，JLAU事務局長の高橋靖一郎氏から JLAUの活動報

告がありました。その後，高野文彰氏（IFLAジャパン会長）

の司会で，内倉真裕美氏（ガーデンアイランド北海道副理

事長），金清典広氏（CLA北海道支部副支部長），木村篤氏

（元北海道庁），四宮繁氏（北海道造園緑化建設業協会理

事），三浦康暢氏（宮ノ丘幼稚園園長），山本光子氏（㈱電

通北海道営業推進部長）が参加し，「ランドスケープアーキ

テクトに期待する‼」をテーマにトークセッションを行い

ました。様々な分野から104名の参加があり，会場からも発

言が相次ぐなど，熱気に溢れる催しとなりました。

日本造園学会北海道支部大会を共催

平成25年10月５日に北海道大学学術交流会館において開

催された日本造園学会北海道支部大会に共催として参加し

ました。研究・事例報告会，ポスターセッション・学生セッ

ション，学生デザインワークショップ成果報告，シンポジ

ウムが行われました。シンポジウムのテーマは，「パークマ

ネジメントのこれから」です。金岡省吾氏（富山大学），庵

原英郎氏（札幌市公園緑化協会），吉元美穂氏（NPO登別

自然活動支援組織モモンガくらぶ）をパネリストに，市村

恒士氏（室蘭工業大学）がコーディネートし，示唆に富む

新たな視点満載のシンポジウムとなりました。10月８～13

日の期間で，札幌市地下歩行空間において，北の造園遺産

のパネル展も開催しました。

北海道バラ庭園観賞バスツアーを共催

地域活性化への寄与を目指したNPO法人ガーデンアイ

ランド北海道の活動支援の一環として，平成25年７月19日に

バラ庭園観賞バスツアーを共催しました。バラサミットが開

催された「いわみざわ公園」，最近注目されている「ローズ

ガーデンちっぷべつ」，人気の高い「月形コテージガーデン」

を巡るバスツアーには，園芸愛好家約40名が参加しました。

発注機関との意見交換，関係機関・団体との連携

平成25年度に行った主な活動は以下のとおりです。

４月18日：北海道造園緑化建設業協会「北海道における

法面自然回復の可能性と課題についての共同勉強会」，５月

９日：北海道立総合研究機構林業試験場「街路樹の造成マ

ニュアル，樹木の腐朽診断装置についての意見交換」，６月

12日：札幌市「公園施設長寿命化計画についての意見交

換」，10月10日：北海道緑化樹情報連絡会議，10月19日：北

海道造園懇話会「北の造園遺産の認定施設及び屋上緑化・

壁面緑化の見学会」，11月15日：北海道立総合研究機構林業

試験場「樹木の腐朽診断装置の現地検討会」，１月７日：北

海道造園懇話会「定期総会，新年の集い」，１月15日：北海

道造園緑化関係団体連絡協議会「新年交例会」など。

住民参加型業務内容・標準作業量 改訂版を作成

北海道支部独自に作成して道内自治体に配布していた

「公園設計のための住民参加型業務の標準業務内容と標準

作業量」について，北海道建設部土木事業委託積算基準改

定（平成24年10月）に伴う改訂を行い，平成25年４月15日

付で発行しました。

技術委員会活動

平成25年度は，佐藤俊義委員長（北海道造園設計㈱）を中心

に，「パークマネジメント研究」と「ふりかえりのランドスケー

プ（札幌市都市景観賞受賞作品の振返り）」に取り組みました。

特に，１月10日には室蘭工業大学建設社会基盤系学科准教授

の市村恒士氏を講師に招き，パークマネジメントの事例を参

考としながら活発な意見交換を行いました。話題は，今後の

持続可能な地域づくりのあり方にまで広がり，企業の取り組

みが盛んになると想定される戦略的 CSRとはどのような

ことか，その活動を緑化や公園管理などに結び付けること

はできないかなど，大変広範囲な議論が行われました。今

後も支部会員職員の研鑽に努めて活動していく予定です。
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支部活動報告 東北支部

平成25年度 支部連絡会議の開催

東北支部では，平成25年11月28日(木)～29日(金)にかけて

支部連絡会議が開催され，各支部から17名の参加がありまし

た。現地視察では，被災地の復興状況の視察と被災者から復興

に対する話を直接伺いました。会員にとっては行政側からの

情報が主で被災者の声を聞くことは少なかったので，この様

な機会を得たことは有意義な視察であったと思われます。東

北支部としては，これを機に大浜地区などの復興地域に足を

運び地域づくりに積極的に参加していきたいと考えています。

千年希望の丘第１号丘

減衰や避難地等の機能を有する防災公園として15カ所の

丘が計画されている。第１号丘を登ってみた。モニュメン

トの表現するものは何か，宮脇方式による植栽方法等につ

いて話し合った。

岩沼海浜緑地

都市公園岩沼海浜緑地（南ブロック）

災害復旧工事として再整備中の公園を設計担当した㈱

ドーコン森田課長の案内で視察した。災害復旧公園の整備

のあり方等学ぶ。

荒浜地区復興現状

まず，荒浜地区の慰霊碑に献花（村岡関東支部長）を行っ

た。続いて，荒浜地区の漁師（赤貝漁）佐藤さんから現状と

荒浜に対する思いを語ってもらった。また，荒浜再生を願う

会の貴田さんより荒浜地区での歴史について語ってもらった。

サン・ファン館

サン・ファン館外溝と，立地条件による災害の影響につ

いてランドスケープとは，立地（あるがままのすがた）を

基本とすることを忘れかけていた。

石巻・門脇地区

門脇地区でも，まず献花（吉田中部支部長）してから地

元ボランティアガイドの佐立さんから門脇地区を案内して

いたただき，地元の復興の問題点や苦労話を説明しても

らった。

支部連絡会議

各支部からの活動報告の後，活発な意見が交わされた。

その後に行われた懇親会には，㈱東京ランドスケープ研究

所，佐々木東北事務所長代理が特別参加した。

震災から３年経過し，防災・減災中心の基本方針が一段

落した今，復興に対する考え方も少しずつ変わってきてい

るようである。安全性を最優先しながらも，美しい郷土づ

くりが求められている。その基本となるランドスケープ（景

観・景域）を担う我々の役割は多大なものであり，その窓

口として東北支部の体制を整えたいと思っている。

頂上のモニュメント 宮脇方式による植栽

森田氏による整備状況の説明 災害復旧工事で整備した箇所

外溝 殆ど被災しなかった港

地元ボランティアガイドの説明 被災した門脇小学校

防災・減災中心の基本方針が一段落した今

被災者の声を聞く 荒浜地区の歴史を学ぶ
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支部活動報告 関東支部

支部総会の開催

平成25年４月25日，CLA会議室において支部総会を開催

しました。支部役員から平成24年度事業と収支決算の報告，

平成25年度の事業計画（案）と収支予算（案）の説明があ

り，満場一致で会員の承認を受けました。

2020年東京オリンピック招致支援特別講演会の開催

平成25年７月２日に日比谷図書館コンベンションホール

にて，『2020年東京オリンピック招致に向けて，造園界はい

ま何ができるか～安全・環境共生・健康生活の先進モデル

都市東京を世界にアピール～』と題して特別講演会を開催

しました。多数の造園関係諸団体の後援・共催のもとに約

150名の参加者を得て，元東京都副知事・明治大学大学院教

授 青山 氏，東京都スポーツ振興局招致推進部施設計画担

当部長 福田至氏，東京農業大学名誉教授 進士五十八氏に

ご講演いただき，「ランドスケープ宣言2013」を発表しまし

た。また，開催記録を報告書にまとめ，関係機関に配布し

ました。

ビジョンセミナーの開催

関東支部では，ランドスケープ技術の新しい方向性を探

り，情報交換と交流を深める機会として「CLA関東支部ビ

ジョンセミナー」を開催しています。

本年度の第１回ビジョンセミナーは，平成25年11月８日

に87名が参加し「国際水準のランドスケープ創造に向けて」

と題して，日比谷公園緑と水の市民カレッジにて，ランド

スケープ界を横断的に語る講演とパネルディスカッション

を行いました。

第２回ビジョンセミナーは，平成25年12月６日に「若手

造園技術者交流会～建替が行われた赤羽台団地をケースス

タディとして今日的な課題への造園技術者としての対応を

考える」と題して，発注者（UR都市機構），設計者（CLA），

施工者（全国１級造園施工管理技士の会：一造会）の若手

技術者34名が参加し，意見交換を行いました。

技術発表会の開催

平成25年７月19日に，一造会との共催で，清澄庭園大正

記念館において技術発表会が開催されました。「最新の屋

上・壁面緑化と維持管理～造園技術者のヒートアイランド

対策～」をテーマに技術発表及び意見交換が行われました。

U-39若手造園技術者の語る会の開催

平成25年10月25日に，日比谷公園緑と水の市民カレッジ

において，一造会と共催で「U-39若手造園技術者の語る会」

が開催されました。約40名の若手技術者が参加し，同じ造

園界で働く同世代の若者同士で様々な思いを語り，親睦を

深めました。

支部情報誌「みどりの手帖」の発行・配布

平成25年９月に『都市観光とランドスケープ』を特集し

た「みどりの手帖」Vol.13を，平成26年１月に『2020年東

京オリンピックとランドスケープ』を特集したVol.14を発

行し，自治体や関連団体等へ配布しました。

発注者との意見交換会の開催

東京都及びUR都市機構との意見交換会を開催しました。

東京都若手職員の技術研修会への講師派遣

平成26年２月27日，都立野川公園管理所会議室，都立武

蔵野公園において行われた技術研修会へ一造会と協働で講

師を派遣し，講義及び現地講習を行いました。
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支部活動報告 関西支部

造園をとりまく環境は，ここ数年大きく変化しています。

“ハードからソフト”“コンクリートから人へ”“造る時代

からストック活用の時代へ”，言葉はいろいろですが，もの

（公園，緑，環境）を充足させる時代から，いかに活用し

使うかという時代に進みつつあるのは確かであり，その

ニーズに応えるためには，造園に係る様々な専門分野の

方々との協力や，連携が必要だと考えています。

技術講演会の開催 シンポジウムの共催>

平成25年９月９日(月)に，日本造園学会関西支部，大阪

都市公園協議会との共催で，ニューヨークからランドス

ケープ研究財団理事長であり初代セントラルパーク管理官

兼管理財団理事長であるエリザベス・バーロー・ロジャー

ズ女史を招聘し，「セントラルパーク 奇跡の復興プロジェ

クトと公園経営」と題してシンポジウムを開催しました。

コーディネーターは若生謙二大阪芸術大学教授，パネラー

には小河保之大阪府副知事や進士五十八東京農業大学名誉

教授，赤澤宏樹兵庫県立大学自然・環境科学研究所准教授

にご参加いただきま

した。

当日は，270席の大

阪歴史博物館講堂が

満席となり，立ち席

でご参加いただいた

方も大勢いらっしゃ

いました。

技術研修，造園他分野との交流 街角サロン>

街角サロンは，みどりの分野に興味のある者が集い，庭

園や公園施設の見学をはじめ，植物の圃場見学，自然やみ

どりの勉強会などを通じて，みどりに関する意見交換や交

流を深め，次世代の技術者育成とランドスケープ界の発展

につなげていくことを目的として，植木協会や公園施設業

協会等と連携して企画，開催しています。

平成25年度は10月

19日(土)に，樹木勉

強会「圃場・生産者

見学会（グランドカ

バー）」を篠山市にお

いて開催し，約10名

の参加者がありまし

た。

みどりに対する活動表彰 みどりのまちづくり賞>

この賞は，大阪府，花と緑

の博覧会記念協会との共催に

より，みどりによる美しいま

ちづくりに取り組まれている

方々の作品や活動を表彰する

ことで，身近なみどりやまち

づくりへの関心を高め，さら

には大阪のランドスケープ分

野の発展を目指しています。

平成25年度は，デザイン部

門17作品，マネジメント部門

10活動の応募があり，デザイ

ン部門三賞と，デザイン部門

奨励賞２点，マネジメント部

門奨励賞３点が受賞されまし

た。

また，平成25年11月23日

(祝・土)の授賞式には二見恵

美子京都光華女子大学客員教

授による記念講演会「一苗か

ら始まるみどりの街づくり」

を開催しました。

みどりに関する広報活動 ランドスケープカンサイ>

関西支部の活動報告を中心に，みどりやランドスケープ

に関する情報を広く提供する機関紙として「ランドスケー

プカンサイ」を発行しています。平成25年度は，102号から

104号までの３号を発行しました。また，支部ホームページ

のランドスケープに関する情報，会員・賛助会員・協力会

社の紹介などを行っています。

平成26年度の活動計画

平成26年度は，これまでの支部活動を継続しつつ，会員

の皆様や市民，行政の方々からのご意見やニーズにお応え

できる支部活動を目指していきたいと考えています。

大阪知事賞
「大阪木材仲介会館」

国際花と緑の博覧会記念協会会長賞
「コマツ製作所大阪工場コマツ里山」

ランドスケープコンサルタンツ
協会関西支部長賞
「ブランズシティ都島友渕町」
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支部活動報告 九州支部

『福博花しるべ』花壇出展

平成25年４月６日(土)～４月14日(日)

会場：福岡市天神警固公園

主催：福岡市，（公財)福岡市緑のまちづくり協会

九州緑化協議会

国交省九州地方整備局，造園建設業協

会，植木協会，公園施設業協会，ランド

スケープコンサルタンツ協会九州支部の

５者で構成する，九州緑化協議会の活動

を行っている。今回のテーマは，九州の

街路樹の再生とし，国交省九州地方整備

局への提案を取りまとめ緑化懇談会に

おいて発表を行った。今後，デザイン，施工のフィールドを提

供いただき，街路樹再生のモデル施工を試行する予定である。

RLA試験（九州会場）協力

平成25年９月８日(日)に RLA試験（九州会場）を実施し

た。試験会場は，㈱アーバンデザインコンサルタントにご

協力いただいた。

グリッピキャンペーン後援，出展

平成25年10月19日(土)・20日(日)

会場：福岡市天神中央公園

日本造園学会九州支部大分大会後援

平成25年11月１日(金)，２日(土)

大分市で開催された，日本造園学会大分大会の後援を行

い，大会に出席した。

日本造園学会・平成26年度全国大会企画協力（進行中）

平成26年５月23日(金)～25日(日)に開催予定の全国大会

に向けての企画・準備に参加，特に「学生アイディアコン

ペ」の運営に協力している。

釜山広域市姉妹都市庭園出展協力

福岡市の姉妹都市の釜

山市より福岡市に庭園の

出展依頼があり，九州支

部を中心に計画，設計を

行い，６月開園へ向けて工事が進んでいる。

福岡市造園建設業協会，福岡市役所と協

働し西日本短期大学の学生とワークショップ

により計画案の作成及び現地での庭造りの交流も行った。

九州ランドスケープセミナー開催

平成26年１月10日(金)九州ランドス

ケープセミナーを開催し，産，学，官の

各分野から80名が参加し盛況であった。

『都市の中の水辺』～水辺がつなぐ，ま

ち，みどり，ひと～をテーマとし熊本大

学 政策創造研究教育センターの田中直

人准教授に話題提供の講演をいただいた

他，５名のパネリストと参加者による意見交換を行った。

「福岡のランドスケープを頑張りたい人の同好会」開催

福岡のランドスケープを頑張りたい人の同好会（通称：

FD）を主催し，活動を行っている。平成25年５月より毎月

第２金曜日（18：30～20：30）に開催。コンサルタントの

若手職員で企画運営を行っているが，コンサルタントだけ

でなく，行政職員，大学関係者，建設業，施設業及び学生

等，造園に興味のある人が自由に参加する会。（参加費：一

般１,000円，学生500円）

平成26年３月31日(月)15：30～17：30に，九州ランドス

ケープセミナー『特別企画』として，「造園家に求められる

資質」というテーマで若手中心の運営参加で実施した。会

場は，西日本短期大学のご協力により教室を利用させてい

ただいた。運営共催団体は以下のとおり。

(一社)ランドスケープコンサルタンツ協会九州支部

福岡のランドスケープを頑張りたい人の同好会

(一社)ランドスケープアーキテクト連盟

西日本短期大学緑地環境学科

ゲストティーチャーは，九州芸術工科大学名誉教授 杉本

正美先生，（一財)公園財団理事長 蓑茂壽太郎先生を迎え，

若い技術者，学生を中

心に意見交換を行い，

盛況に終了した。

庭造り参加メンバー前列左から，大杉，米田，堤，後列左から村武，武林，鬼頭，中村，勝野
（アーバンデザインコンサルタント，総合設計研究所，第一復建，緑景森緑地設計事務所）

ゾーブを出展，子供
たちに大人気
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RLA資格制度の改定について

登録ランドスケープアーキテクト（略称 RLA）資格制度

は，発足より10数年が過ぎ，昨年度は資格認定試験も10回

目を数えました。これも，皆様方のご高配やご協力の賜物

と，厚く御礼申し上げます。また，昨年度は RLA資格保持

者個人の会である「日本ランドスケープアーキテクト連盟

（略称 JLAU）」が発足しました。

ランドスケープコンサルタンツ協会（略称 CLA）の一般

社団法人への移行に伴い，「RLA資格制度」が内閣府より

公益事業に認定されたことにより，従来，RLA資格制度総

合管理委員会の元にあった事務局ならびに運営母体を，

CLA内の正式な組織として位置付け，今後，運営していく

こととなりました。

あわせて，10年間の運用により生じた様々な事項に適合

するように，この度，下記の様に，RLA資格制度の改定を

行うこととなりました。

1.CLA内の常任委員会として「RLA資格制度運営委員

会」を新たに創設した。

・RLA資格制度は CLAの公益事業であり，これを運営

する「RLA資格制度運営委員会」を CLA内の常任委

員会として新設した。

・また，CLA内に「RLA資格運営事務局」を設置した。

2.CLA会長が委嘱する各委員会等の機関の役割と位置づ

けを，実態に照らして明確化した。

・「総合管理委員会」の下に設置されていた下記分科会

等を，CLA会長の下に置いた。

①「試験問題作成分科会」：試験結果の採点も扱ってい

たが，これについては別途「採点分科会」を設置し

た。

②「試験実施分科会」：廃止し，CLA会長の下に設置さ

れる「運営事務局」ならびに「試験実施本部」で役

割を担うこととした。

③「総務委員会」：廃止し，CLAの常任委員会として新

規に設置する「運営委員会」でこの役割を担うこと

とした。

・「教育分科会」は実質的には設置されていなかった

ため，総合管理委員会全体でこの役割を担うことと

した。

3.各委員会の職務等を，以下の概要のとおり明確化した。

⑴総合管理委員会

＊以下の審議及び CLA会長への答申

・RLA資格制度に関する重要事項

・その他会長より諮問を受けた事項

＊以下の決定及び CLA会長への報告

・受験資格の基準

・試験の合否判定基準

・RLAフェローの資格認定

・登録等資格の判定基準

・専門教育等の認定基準

⑵試験統括委員会

＊以下の決定及び CLA会長への報告

・試験問題

・模範解答

・試験の配点と採点基準

⑶試験検定委員会

＊以下の決定及び CLA会長への報告

・合否の決定

⑷CLA内機関

・上記委員会の運営に関する事項

・予算の執行に関すること

・試験の実施及び登録等の実務に関すること

・教育・普及に関すること

・その他会長より諮問を受けた事項

⑸実働機関

①試験問題作成分科会

・試験問題案，模範解答案の作成

・試験の配点・採点基準案の作成

・その他会長より諮問を受けた事項

②試験実施本部及び試験場本部

・試験の実施

③試験採点分科会

・試験答案の採点

・その他会長より諮問を受けた事項

4.以上の各機関の名称を，次の考え方で統一・整合化させ

た。

・RLA資格制度全般を所掌する機関には，冒頭に「RLA

資格制度」を付与する
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・RLA資格認定試験に関する職務を担う機関には，冒頭

に「RLA資格認定試験」を付与する。

5.新たに「RLA補」及び「RLAフェロー」の資格を追加

した。

・「RLA補」：ランドスケープに関する基礎的な知識を

有し，RLAが実施する業務を補助できる知識と能力を

持つ者

・受験資格は問わない

・一次試験（従来の試験セクション１及び３：択一試験）

に合格した者が RLA補となる資格を有する

・「RLAフェロー」：RLA資格制度の発展や後進の指導

に寄与してきたと認められ，RLAと同等以上の知識，

技術，能力を有していると認められる者

・RLA２名以上の推薦に基づき，総合管理委員会での審

査を踏まえ会長が認定

6.試験は，以下の編成に変更した。

⑴一次試験：従来のセクション１及び３を合体し，一体

として審査し合否を判定

⑵二次試験：従来のセクション２及び４を，二次試験①，

二次試験②とし，それぞれについて合否判定を行い，

合格証を発行する。

⑶一次試験及び二次試験①と②の合格証をもって，RLA

の資格登録ができることとした。（従来は個々の合格証

に有効期限（３年間）があったが，今後は無期限とし

た）

7.以上により，規程・規則類は以下のような構成とした。

⑴RLA資格制度 実施規程

・RLA資格制度に関わる基本規程

※従来の「RLA資格制度登録規則」及び「RLA資格

制度登録更新細則」を合体化

⑵RLA資格制度 総合管理委員会規則

⑶RLA資格認定試験 事務規則

※従来の「RLA資格制度認定試験事務細則」を合体化

⑷RLA資格認定試験 統括委員会規則

⑸RLA資格認定試験 検定委員会規則
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一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会会員名簿

平成26年４月現在 ◎：会長 ○：副会長 ◇：理事 □：監事

正会員（五十音順）

会 員 名 電話番号 協会代表者 〒 所 在 地 FAX番号

㈱アーバンデザインコンサルタント 03-3353-1016 山 口 隆 康 160-0022 新宿区新宿1-26-9ビリーヴ新宿 03-3353-1018

㈱アーバンデザインコンサルタント 092-482-8001 ◇大 杉 哲 哉 812-0011 福岡市博多区駅前2-12-26福岡 Dビル 092-482-8021

㈱愛植物設計事務所 03-3291-3380 趙 賢 一 101-0064 千代田区猿楽町2-4-11犬塚ビル 03-3291-3381

㈱あい造園設計事務所 03-3325-6660 細 谷 恒 夫 168-0063 杉並区和泉3-46-9YS第一ビル 03-3325-6262

朝日航洋㈱ 03-3522-7161 八 木 鋼 治 136-0082 江東区新木場4-7-41 03-3522-7162

㈱荒木造園設計 0727-61-8874 荒 木 美 眞 563-0024 池田市鉢塚2-10-11 0727-62-8234

㈱荒谷建設コンサルタント 082-292-5481 長谷山弘志 730-0831 広島市中区江波西1-25-5 082-294-3575

㈱エイト日本技術開発 03-5385-5111 ○川 尻 幸 由 164-8601 中野区本町5-33-11中野清水ビル 03-5341-8520

㈱エス・イー・エヌ環境計画室 06-6373-4117 津 田 主 税 530-0014 大阪市北区鶴野町4-11-1106 06-6373-4617

㈱ LAU公共施設研究所 03-3269-6711 山 本 忠 順 162-0801 新宿区山吹町352-22グローサユウ新宿 03-3269-6715

㈱オオバ 03-3460-0127 ◇萩 野 一 彦 153-0042 目黒区青葉台4-4-12-101 03-3467-8160

㈱環境・グリーンエンジニア 03-5209-3691 田 中 行 雄 101-0041 千代田区神田須田町2-6-5OS’85ビル 03-5209-3696

環境設計㈱ 06-6261-2144 井 上 芳 治 541-0056 大阪市中央区久太郎町1-4-2 06-6261-2146

㈱環境設計研究室 03-5401-3900 納 谷 和 親 105-0001 港区虎ノ門5-3-2神谷町アネックス 03-5401-3905

㈱環境デザイン研究所 03-5575-7171 佐 藤 文 昭 106-0032 港区六本木5-12-22永坂ビル 03-5562-9928

㈱環境緑地設計研究所 078-392-1701 松 下 慶 浩 650-0024 神戸市中央区海岸通2-2-3サンエービル 078-392-1576

㈱環研究所 06-6306-2481 大 石 博 532-0011 大阪市淀川区西中島6-8-20花原第７ビル 06-6303-8614

キタイ設計㈱ 0748-46-4902 梶 雅 弘 521-1398 近江八幡市安土町上豊浦1030 0748-46-5620

㈱空間創研 075-353-6337 □宇 戸 睦 雄 600-8239 京都市下京区東堀川通下魚ノ棚下る鎌屋町23番地 シンエイ堀川ビル 075-353-6338

㈱グラック 03-3249-3010 ◎枝 吉 茂 種 103-0004 中央区東日本橋3-6-17山一織物ビル 03-5645-7685

㈱KRC 026-285-7670 宮入賢一郎 381-2217 長野市稲里町中央3-33-23 026-254-7301

㈱景観設計研究所 06-6535-0175 山 田 直 樹 550-0012 大阪市西区立売堀1-2-14本町産金ビル 06-6535-0176

㈱景観プランニング 028-650-3030 石 松 良 介 320-0036 宇都宮市小幡1-3-16 028-650-3034

㈱建設環境研究所 03-3988-1818 浦 川 雅 太 170-0013 豊島区東池袋2-23-2 03-3988-2018

サンコーコンサルタント㈱ 03-3683-7152 有 賀 一 郎 136-8522 江東区亀戸1-8-9 03-3683-7116

㈱新日本コンサルタント 076-436-2111 西 田 宏 930-0142 富山市吉作910-1 076-436-2260

㈱スペースビジョン研究所 06-6942-6569 安場浩一郎 540-0012 大阪市中央区谷町2-9-3ガレリア大手前ビル 06-6942-6897

㈱ ZEN環境設計 092-643-5500 中 村 久 二 812-0053 福岡市東区箱崎1-32-40 092-643-5520

㈱爽環境計画 03-3829-4691 木 村 隆 130-0013 墨田区錦糸3-7-11メゾン･ド･ファミール 03-3829-4692

㈱総合計画機構 06-6942-1877 濱 口 和 雄 540-0012 大阪市中央区谷町2-2-22NSビル 06-6942-2447

㈱総合設計研究所 03-3263-5954 木 村 弘 102-0072 千代田区飯田橋4-9-4飯田橋ビル１号館 03-3263-7996

創和エクステリヤ㈱ 045-662-8028 風 間 伸 造 231-0002 横浜市中区海岸通4-23マリンビル 045-662-8664

第一復建㈱ 095-557-1300 畠 山 美 久 815-0031 福岡市南区清水4-2-8 092-557-2110

大日本コンサルタント㈱ 048-988-8114 伝 谷 恵 一 343-0851 越谷市七左町5-1 048-988-8184

高野ランドスケーププランニング㈱ 0155-42-3181 金 清 典 広 080-0344 河東郡音更町字万年西1線37番地 旧チンネル小学校 0155-42-3863

玉野総合コンサルタント㈱ 052-979-9111 ◇吉 田 勇 次 461-0005 名古屋市東区東桜2-17-14新栄町ビル 052-979-9112

㈱地域計画建築研究所 06-6942-5732 畑 中 直 樹 540-0001 大阪市中央区城見1-4-70住友生命OBPプラザビル 06-6941-7478

㈱地球号 06-6945-7566 中 見 哲 540-0031 大阪市中央区北浜東6-6アクアタワー 06-6945-7595

中央コンサルタンツ㈱ 052-551-2541 藤 本 博 史 451-0042 名古屋市西区那古野2-11-23 052-551-2540

㈱東京ランドスケープ研究所 03-5919-2288 佐々木 亨 160-0022 新宿区新宿2-6-4KN新宿ビル 03-5919-2290

㈱ドーコン 011-801-1535 ◇大 塚 英 典 004-8585 札幌市厚別区厚別中央１条5-4-1 011-801-1536

㈱都市環境ランドスケープ 06-6946-9588 波多野芳紀 540-0037 大阪市中央区内平野町1-3-7ベルヴォア内平野 06-6946-9747

㈱中根庭園研究所 075-465-2373 中 根 史 郎 616-8013 京都市右京区谷口唐田ノ内町1-6 075-465-2374

㈱都市計画研究所 03-3262-6341 佐 藤 憲 璋 103-0014 中央区日本橋蠣殻町2-13-5美濃友ビル 03-3669-8924

㈱虹設計事務所 03-3419-7259 光 益 尚 登 154-0023 世田谷区若林1-1-18 03-3419-7246
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会 員 名 電話番号 協会代表者 〒 所 在 地 FAX番号

㈱日本総合計画研究所 03-3254-9668 星 野 嘉 郎 101-0047 千代田区内神田3-2-1栄ビル 03-3254-6714

㈱ニュージェック 06-6374-4032 堀 内 康 介 531-0074 大阪市北区本庄東2-3-20 06-6374-5147

パシフィックコンサルタンツ㈱ 042-372-6530 西 上 律 治 206-8550 多摩市関戸1-7-5 042-372-6349

㈱フジランドスケープ 03-5719-2919 新 井 豊 141-0031 品川区西五反田3-8-17宮野ビル302 03-6410-8135

㈱復建技術コンサルタント 022-262-1234 岩 渕 善 弘 980-0012 仙台市青葉区錦町1-7-25 022-265-9309

復建調査設計㈱ 082-506-1853 來 山 尚 義 732-0052 広島市東区光町2-10-11 082-506-1890

㈱プレック研究所 03-5226-1101 ○前 澤 洋 一 102-0083 千代田区麴町3-7-6麴町 PRECビル 03-5226-1112

㈱ヘッズ 06-6373-9369 ◇中 西 広 樹 530-0022 大阪市北区浪花町12-24 06-6373-9370

北海道造園設計㈱ 011-758-2261 及 川 渉 060-0807 札幌市北区北7条西2-6山京ビル 011-709-5341

㈱ポリテック・エイディディ 03-6222-8912 徳 丸 秀 夫 104-0041 中央区新富1-18-8RBM 築地スクエア 03-5547-3510

㈱三菱地所設計 03-3287-5750 河 合 康 之 100-0005 千代田区丸の内3-2-3富士ビル 03-3287-3230

㈱緑設計 018-862-4263 ◇板 垣 清 美 010-0973 秋田市八橋本町4-10-26 018-862-4273

㈱緑の風景計画 03-3422-9511 板垣久美子 154-0012 世田谷区駒沢2-6-16 03-3422-9530

㈱森緑地設計事務所 03-3585-8361 藤 内 誠 一 106-0044 港区東麻布1-4-3木内第２ビル 03-3582-2758

㈱URリンケージ 03-6214-5700 石 田 晶 103-0027 中央区日本橋1-5-3日本橋西川ビル 03-6214-5665

㈱ライフ計画事務所 03-5626-4741 ◇村 岡 政 子 136-0071 江東区亀戸6-58-12 03-5626-4740

㈱ LAT環境クリエイト 082-273-2605 青 木 成 夫 733-0821 広島市西区庚午北2-1-4 082-271-2230

㈱ランズ計画研究所 045-322-0581 川 島 保 220-0004 横浜市西区北幸2-10-27東武立野ビル 045-322-0719

㈱リアライズ造園設計事務所 06-6941-1151 新 井 英 光 540-0038 大阪市中央区内淡路町2-1-7 06-6941-1154

㈱緑景 06-6763-7167 瀬 川 勝 之 542-0064 大阪市中央区上汐1-4-6吉井ビル 06-6765-5599

準会員（五十音順）

あい環境設計研究所 090-2855-7533 扇 輝 久 814-0142 福岡市城南区片江1-2-35 092-864-7533

㈲エコシビルデザイン 03-5362-3701 上 村 央 160-0016 新宿区信濃町11-3AK信濃町ビル 03-5362-3702

㈱エコル 03-5791-2901 庄 司 悦 雄 108-0074 港区高輪3-4-1高輪偕成ビル 03-5791-2902

㈱環境緑地研究所 011-221-4101 村 上 恒 久 060-0004 札幌市中央区北４条西6-1-1毎日札幌会館 011-221-4237

㈱現代ランドスケープ 06-6203-1270 西 辻 俊 明 541-0047 大阪市中央区淡路町2-1-10ユニ船場 06-6203-1271

㈱シビテック 011-816-3001 三 浦 亨 003-0002 札幌市白石区東札幌２条5-8-1 011-816-2561

㈱セット設計事務所 042-324-0724 和 田 淳 185-0012 国分寺市本町2-16-4 042-324-3468

ダイシン設計㈱ 011-222-2325 関 利 洋 060-0005 札幌市中央区北５条西6-1-23 011-222-9103

㈱塚原緑地研究所 043-279-8005 塚 原 道 夫 261-0011 千葉市美浜区真砂3-3-7 043-279-8142

㈱辻本智子環境デザイン研究所 0799-72-0216 辻 本 智 子 656-2401 淡路市岩屋3000-176 0799-72-0217

㈱都市ランドスケープ 03-5269-8982 内藤英四郎 162-0065 新宿区住吉町5-7曙橋ハイム鍋倉 03-6685-8712

㈱都市・景観設計 06-6228-3388 奥 村 信 一 541-0041 大阪市中央区北浜1-1-21第２中井ビル 06-6228-3387

㈱緑住環境計画 042-525-4560 松岡二三夫 190-0022 立川市錦町1-12-10鈴木ビル 042-525-4561

賛助会員（五十音順）

アゴラ造園㈱ 03-3997-2108 荻 野 淳 司 179-0075 練馬区高松6-2-18 03-3997-2252

荒木窯業㈱ 0942-27-3231 福 山 茂 830-0063 久留米市荒木町荒木823 0942-27-3234

石黒体育施設㈱ 052-757-4030 石 黒 和 重 464-0848 名古屋市千種区春岡2-27-18 052-763-8110

㈱ウォーターデザイン 03-3431-8070 山 本 誠 105-0004 港区新橋6-9-2新橋第一ビル 03-3431-8116

内田工業㈱ 052-352-1811 内 田 裕 郎 454-0825 名古屋市中川区好本町3-67 052-351-1326

H.O.C㈱ 0956-48-8101 鏑流馬清規 858-0907 佐世保市棚方町221-2 0956-48-8111

㈱岡部 0764-41-4651 竹 中 祐 利 930-0026 富山市八人町6-2 0764-31-6340

快工房㈱ 048-291-7721 時 岡 邦 男 333-0816 川口市差間2-14-5 048-291-7725

小岩金網㈱ 03-5828-8828 島 倉 邦 彦 111-0035 台東区西浅草3-20-14 JNTビル 03-5828-7693

㈱コトブキ タウンスケープ営業本部 03-5280-5400 一 木 誠 101-0062 千代田区神田駿河台1-2-1 03-5280-5768

㈱ザイエンス 営業本部 03-3284-0501 小 山 幹 雄 101-0044 千代田区鍛冶町1-9-4KYYビル 03-3284-0504

㈱サカヱ 0422-47-5981 栗 田 嘉 嗣 181-0004 三鷹市新川4-7-19 0422-49-2122

㈱サトミ産業 0258-35-3005 佐 藤 勉 940-0864 長岡市川崎5-495 0258-34-2513

㈱三英 景観事業部 04-7153-3141 尾 山 弘 善 270-0133 流山市十太夫108-1 04-7153-3146

㈱サンエス 042-564-1021 横 倉 登 207-0022 東大和市桜が丘4-322 042-565-7239

西武造園㈱ 03-5926-5418 高 橋 尚 史 171-0051 豊島区長崎5-1-34東長崎西武ビル 03-5926-5353

太陽工業㈱ 空間デザインカンパニー 03-3714-3461 鈴 木 久 文 153-0043 目黒区東山3-16-19 03-3791-7731

タカオ㈱ 0849-55-1275 高 尾 典 秀 720-0004 福山市御幸町中津原1787-1 0849-55-2481

㈱中京スポーツ施設 0561-53-1111 大内田 博 488-0022 尾張旭市狩宿新町2-27 0561-53-1000

テック大洋工業㈱ 03-5703-1441 小 俣 智 裕 144-0052 大田区蒲田4-22-8 03-5703-1444
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会 員 名 電話番号 協会代表者 〒 所 在 地 FAX番号

東亜道路工業㈱ 03-3405-1813 田 中 秀 明 106-0032 港区六本木7-3-7 03-3405-4210

トースイ㈱ 03-5276-1101 星 野 弘 壽 102-0093 千代田区平河町1-7-7 03-5276-1117

東邦レオ㈱ 06-6767-1110 木 田 幸 男 540-0005 大阪市中央区上町1-1-28 06-6767-1263

トーヨーマテラン㈱ 0568-88-7080 池 上 英 雄 480-0303 春日井市明知町1512 0568-88-3370

中村シラトリ㈱ 0543-35-6271 石 田 勝 若 424-0911 静岡市清水区宮加三660番地 0543-35-6273

㈱中村製作所 047-330-1111 朝 倉 辰 夫 271-0093 松戸市小山510 047-330-1119

㈱ナベシマ 093-617-3039 鍋 島 雅 英 807-1262 北九州市八幡西区野面1101-1 093-617-3040

日都産業㈱ 03-3333-0210 結 城 健 治 167-0053 杉並区西荻南1-1-9 03-3333-0631

日本体育施設㈱ 03-5337-2616 奥 裕 之 164-0003 中野区東中野3-20-10ケイエム中野ビル 03-5337-2610

長谷川体育施設㈱ 03-3422-5331 竹 内 俊 裕 154-0004 世田谷区太子堂1-4-21 03-3412-8415

花豊造園㈱ 075-341-2246 山 田 昌 次 600-8361 京都市下京区大宮通五条下る二丁目堀之上町518番地 075-361-0961

㈱日比谷アメニス 03-3453-2402 奥 本 寛 108-0073 港区三田4-7-27 03-3453-2417

㈱富士植木 03-3265-6731 成 家 岳 102-0074 千代田区九段南4-1-9 03-3265-3031

㈱丸山製作所 03-3637-4340 丸 山 智 正 136-0071 江東区亀戸7-5-1 03-3683-7553

㈱みぞい 022-255-9770 溝 井 敏 男 983-0821 仙台市宮城野区岩切字畑中5-9 022-255-5546

㈱モクラボ 06-6325-3330 関 根 純 一 533-0033 大阪市東淀川区東中島1-18-4-301号室 06-6325-3331
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再生紙を使用しています。

編集後記>
本号は，恒例の CLA賞特集及び各

支部の活動報告に加えて，直近の CLA
における幾つかの活動状況報告を加え
て，盛り沢山な内容となりました。
CLA賞は近年応募が低調でしたが，

今回幾つかの改革を実行し，20点の応
募が得られ充実した成果が得られたも
のと思います。日常の業務を通じて発
揮される我々会員の専門職能を，広く
社会に発信・アピールするとともに，
会員相互の技術研鑚のためにも，全会
員の積極的な応募を期待します。
関東支部会員をメンバーとして一昨

年から実施している「公園再生プロ
ジェクト研究会」では，２つのテーマ
で研究活動を実施しているところで
す。夏頃には最終成果がまとまる予定
ですが，今号ではその検討状況を概要

報告させていただきました。
東日本大震災に関して会員が関わっ

てきたランドスケープに関する業務実
績について，昨年会員各位にアンケー
ト調査を実施しました。11社から46件
の業務の報告があり，幅広い分野で活
躍されている状況が把握できました。
今後は設計・施工の段階に移行してい
くと思われますが，各会員の奮闘を大
いに期待したいと思います。
なお，今年度から RLA資格制度は，

新たに RLA補，RLAフェローが設け
られるなど大きく改定されました。こ
の点も巻末にご案内いたしました。
本号は，現広報委員会任期中最後の

号となりました。今後は，紙面デザイ
ンの刷新も検討課題となっています。
これからもどうぞご期待ください。(M)

発行日●2014年５月30日

発行人●枝吉茂種

編 集●(一社)ランドスケープコンサルタンツ協会
広報委員会

発行所●(一社)ランドスケープコンサルタンツ協会

〒103-0004東京都中央区東日本橋3-3-7

近江会館ビル

TEL 03-3662-8266 FAX 03-3662-8268

http://www.cla.or.jp

登録ランドスケープアーキテクト（RLA）資格制度実施規程に基づく「登録ランドスケープアーキテクト（RLA）資格認
定試験」（以下「RLA資格認定試験」）を下記のとおり実施します。

１．RLA資格取得までの流れ

※部分受験（再受験）の方についても同様の流れですが、詳細は事務

局にお問合せください

２．試験実施日時

2014年９月７日（日） ９時00分～19時00分

３．試 験 地

東京・大阪・福岡の３地区
※福岡会場は受験希望者数により設置されない場合があります

４．受験手数料

16,200円（税込み）

５．申込受付期間

2014年６月１日（日）～７月10日（木）

６．受験資格

学歴により，以下のいずれかに該当する者。

学 歴
ランドスケープアーキテクチュアに関する
必要な業務経験年数

指定学科 指定学科以外

大 学 卒 業 者

卒業後３年以上の
実務経験を有する者

卒業後５年以上の
実務経験を有する者

このうち１年以上の主体的立場での実務経験が含まれて
いること

短期大学卒業者
高 等 専 門 学 校
（５年制）卒業者

卒業後５年以上の
実務経験を有する者

卒業後７年以上の
実務経験を有する者

このうち１年以上の主体的立場での実務経験が含まれて
いること

高 校 卒 業 者

卒業後10年以上の
実務経験を有する者

卒業後12年以上の
実務経験を有する者

このうち１年以上の主体的立場での実務経験が含まれて
いること

上 記 以 外 の 者
卒業後15年以上の実務経験を有する者

このうち１年以上の主体的立場での実務経験が含まれて
いること

（注）１ ランドスケープアーキテクチュアに関する業務経験とは，
ランドスケープアーキテクチュア事業の計画・調査・立案・
助言及び設計・監理の業務に従事した業務経験をいいます。

２ ランドスケープ系大学院の課程を修了した場合は，正規課
程の年数を業務経験年数として計上することを認めます。

３ 指定学科とは，造園，緑地，農学，林学，環境，園芸，都
市，地域，土木，建築系等のランドスケープアーキテクチュ
アに関する学科をいいます（詳細は受験の手引をご参照くだ
さい）。

７．試験の一部免除について

技術士を所有する方は，必要な書類を提出することに
より，本資格認定試験の一部免除を受けることができま
す（詳細は受験の手引をご参照ください）。

８．申込方法

申込方法は，左図のとおり①ホームページからの申込
と②郵便による申込の２つの方法があります。
①はホームページ上に掲載される申込フォームに必要

事項を入力し申込んだ後，事務局より返送される申込用
紙に署名，押印した書類を郵便にて提出する方法です。
②は事務局より申込用紙を購入し，必要事項を記入，

署名，押印のうえ，郵便にて提出する方法です。
※インターネットが利用できる環境の方は①をお勧め
いたします

９．「申込用紙」の販売

１部650円で４月１日から事務局にて販売します。
申込用紙の郵送をご希望の場合は，事務局までお問合

せください。

登 録 証 発 行
登録手続き完了から概ね１カ月後

登 録 手 続 き 開 始
11月下旬

合 格 発 表
11月14日(金)

資格認定試験実施
９月７日(日)

受 験 通 知
８月11日(月)発送予定

送信データを印字した申請書類
を事務局より送付

ホームページの申込フォームに
データ入力，申込

６月１日(日)～７月10日(木)

郵送による受験申込
受験手数料払込

６月１日(日)～７月10日(木)

試験案内のホームページ掲載

４月１日(火)掲載開始

申 込 書 類 請 求
（事務局にて販売）
４月１日(火)販売開始

2014年 登録ランドスケープアーキテクト（RLA）資格認定試験の実施について

申請書類等を事務局宛に返送
受験手数料払込
７月31日(木)
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ホームページでもご覧いただけます。 http://www.cla.or.jp




